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序文　FOREWARD

序文　FOREWARD

1.  
P r o l o g u e

　一般社団法人 IMPACT Foundation Japan は、2010

年に設立された非営利の一般社団法人として、東北の社

会 起 業 家をはじめとしたさまざまなステークホルダーの

皆さまとともに歩んできました。

　2013 年 に は 被 災 地 の 援 助 を 目 的 とし た カ タ ー ル

フ レ ン ド 基 金 か ら ご 支 援 を い た だ き、" 東 北 で の

Entrepreneurial Ecosystem（ 起 業 家 が 生まれ育 つエ

コシステム）の創造 " というミッションに向けて、主に仙

台を拠点に活動を続けています。東日本大震災の影響に

より社 会 課 題 が深 刻 化した東 北 の地で、 その解 決に挑

戦する人や企業が生まれ、育ち、後に続く人たちのロー

ルモデルになっていく、そのようなエコシステムの創造が

ソーシャル・イノベーションと地 域の 経 済活 性化を後 押

し、東北の真の " 復興 " へとつながると信じています。

　2017 年 か ら は、 仙 台 市 が 主 催 す る SOCIAL 

INNOVATION Accelerator （ 社 会 起 業 家 育成プログラ

ム） の企画運営を担い、東北各地で想いを持って社会課

題 解決のために立ち上がろうとする人たちを応 援するプ

ログラムを実施してきました。同プログラムは、ビジョン

づくりやソーシャルインパクト検 討のためのワークショッ

プ、 自身の 想いと事 業に向き合う全 16 回の 基 本 講 座、

東北でチャレンジを続ける先輩起 業家訪問などにより構

成されています。参加者は、講座を受講しながらメンター

と 1 対 1 で事業計画を磨き上げ、その成果を東北最大の

起業家イベント SENDAI Social Innovation Summit で

発表します。2021 年度で 5 期目を迎える SIA プログラム

の卒業生は 48 名を数え、それぞれの地域と分野で活躍

されており、エコシステムは広がり続けています。

　本ソーシャル・インパクト・レポートでは、SIA プログ

ラム卒業生と先輩起業家であるココロイキルヒトリーダー

ズを取り上げて、これまでの活動成果を定量的に評価し、

仙台・東北圏の関係 者を中心に広く発 信することを目的

としています。東北で活躍する社 会 起 業家たちが、どの

地 域で、どんな想いを持って、どのような社会課題の解

決に取り組んでいるのかについてその具体的内容とイン

パクトを明らかにし、ソーシャルイノベーションに関する

知見とともに共有することで、地 域 経済圏やご関心のあ

る個 人・組 織と連 携 促 進のツールとしてご活用いただけ

れば幸いです。

　本レポートを通じて、社会課題解決と持続可能なビジ

ネスの両立の実現をめざす東北の起 業家たちのさらなる

ご活躍を多くの皆さまと一 緒に応援しあい、東北、そし

て日 本 全 体 の Entreprenurial Ecosystem の 発 展 に寄

与できることを、切に願っております。
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　2011 年の東日本大 震 災から、一歩ずつあゆみを進め

てこられた東 北 の皆さまの軌 跡が、 この度ソーシャル・

インパクト・レポートという形で実を結びましたこと、謹

んでお慶びを申し上げます。

　

　さて、私が教鞭を執ってきたハーバード・ビジネス・ス

クール（以下、HBS）は、130 年 程の歴史を持つ 2 年制

の大学院で、毎年 900 人の学生が卒業していきます。こ

こでの授 業は、具体 的なビジネスケースに関するディス

カッションをベースとしたケースメソッドを採用しており、

テキストもレクチャーもありません。2012 年からは東北

や中国、インドなどでのフィールド・スタディを取り入れ

た授業でも単位を認定しています。フィールド・スタディ

では、学生は 6 カ国程 度の中から自分でフィールドを選

び、１ヶ月の休暇期間を活用して 2 週間現地にいきます。

　こうした取り組みは、2010 年に HBS の学長に就任し

たニティン・ノーリア氏の ”Knowing - Doing - Being”

という考えのもと推進されてきました。彼は、Knowing（知

識 ）はケーススタディを通じて提 供できるが、究極的に

学生に提 供したいのは Being の価 値だと考えています。

Being とは、稲盛和夫氏の言葉を借りれば「生き方」と

も言えるかもしれません。Being が 形 づくられていくた

めには、学生が実際に自分の目で見たり、聞いたり、実

践したりという経 験をすることが必 要です。 そうした哲

学を背 景 にこのフィールドスタディが 始まり、1 年目は

Immersive Experience Program (IXP) として、 現 在

は Immersive Field Course (IFC) という名前で学生に

提供しています。

　この場をお借りして、2012 年以降、フィールド・スタディ

を通じて東北を訪れた HBS の学生たちがどんなことを学

んできたかについて、3 つご紹介いたします。

　1 つ目は、パブリック・プライベート・パートナーシッ

プ (PPP) の 在り方 です。 学 生 たちは、 毎 年宮 城 県 牡 鹿

郡の女川町を訪れ、必ず町長にお会いしています。女川

町では、いわゆる官民連携の形を超えて、町長ご自身が

町内の方々と密なコミュニケーションを取ることをとても

大 切にされていらっしゃいます。 毎 晩のように、 町長が

町の人 たちと食事を共にして言 葉を交わすことで、一 番

確かな形で意見交換をされている。学生たちはそうした

関わり合いから、行政と民間、つまりパブリックセクター

とプライベートセクターがパートナーシップを組み、何ら

かのイノベーションを起こそうとするときに求められる姿

勢や体制について学ばせていただきました。

　2 つ目は、「世のため人のため」という生き方です。学

生たちは毎年、必ず 1 つか 2 つの高校を訪れます。そこ

で出会った高校生たちは、被災当時はまだ 10 歳前後だっ

たでしょう。彼、彼女たちに HBS の学生が「将来は何に

なりたいか」と質問をすると、「世のため人のためになる

ことがしたい」という返事が返ってきます。参加した HBS

の学生たちそれぞれの母国では、高校生がそういった視

点で自身の将 来を考えていることは少ないようで、大き

な感銘を受けたようです。もちろん、社会貢献の意識を

持った学生もたくさんいますが、まだ幼い頃に被 災した

体 験から、看護 師や医師になることをめざしているよう

な東北の若者たちに、毎年多くのことを学ばせていただ

いています。

　3 つ目は、 ここ 4 年 ほど 訪 れている INTILAQ で出会

う起業家たちとの交流です。こちらでは、HBS の真髄で

もあるケース・メソッドを、実際に INTILAQ の起 業家た

ちと事業について話し合う形で実践しています。どうやっ

たらそれぞれのビジネスをさらに良くしていけるかを真剣

に議 論する中で、 ソーシャル・アントレプレナーの 考え

方や ” ソーシャルの原点 ” のようなものにふ れさせてい

ただいています。

　我々はもともと、” シェアホルダー・バリュー ” といっ

て、株主価 値を最 大化させることに重きを置いて学生に

教えていたわけですが、 実 際に東 北に 来 た学 生 たちは

Knowing のみならず、そこで出会うおひとりおひとりの

Doing、そしてその根っこにある「世のため人のため」と

いった Being を 体 感・経 験してきました。 世 界 の 流 れ

にも変 化 が 起きています。2020 年 のダボス会 議 では、

シェアホルダー・バリューから、” ステークホルダー・バ

リュー ” を最重視する動きが生まれてきました。これは、

顧 客、 サプライヤー、 地 域コミュニティ、 そして社 会の

価 値の最 大化を大 切にするという考え方です。我々はそ

れを ”Wise Capitalism” 「賢い資本主義」と呼んでいま

すが、東北で学んだ学生たちは、その源流は東北にある

と確信しています。

　めまぐるしく変 化する世界の中で、東北で 生きる社 会

起業家の皆さまが世界に対して提供できるのは、まさしく

「賢い資本主義 」の 経営手法と本質的なソーシャルイノ

ベーションの在り方だと信じております。皆さまの益々の

ご活躍とご発展にご期待申しあげ、お慶びと奨 励のこと

ばとさせていただきます。

Knowing（知識）は
ケーススタディを通じて
提供できるが、
究極的に学生に提供したいのは
Being の価値

東北で生きる社会起業家の
皆さまが世界に対して
提供できるのは、
まさしく「賢い資本主義」の
経営手法と本質的なソーシャル
イノベーションの在り方

ハーバードは東北で 
何を学んだか？

竹内 弘高

一橋大学

国際基督教大学

ハーバード・ビジネス・スクール

名誉教授

理事長

経営大学院教授

仙台ソーシャルイノベーションサミット 2022 キーノートスピーチより

1976 年 ハーハーバード ･ ビジネス ･ スクー

ル講師、1977 年カリフォルニア大学バーク

レー校 にて博 士 号取 得。 専 門 分 野 は 競 争

戦 略、知 識 経営、マーケティング（新製品

開発）、インターナショナル・ビジネスなど。

野中郁次郎氏との共著「The Knowledge-

Creating Company」は 1995 年度の全米

出版協会のベスト・ブック・オブ・ザ・イヤー

賞（経営分野）を受賞。

抜粋
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施設運営 起業家育成
プログラム

キャリアモデル
開発センター仙台

IN T IL AQ  
について

INTILAQ は、
「起業家育成・⽀援」を

⽬的とした活動です。

起業家のみならず、⼩中高生、大学生、主婦の方も

含め新しいことにチャレンジする「マインドの育成」、

アイデアやビジネスチャンス創出のための「きっかけ

の場づくり」、そしてオフィスや資金提 供まで、総合

的に「ココロイキルヒト」を支援しています。

心意気（チャレンジ）、心生きる（感 動する）など複

数の意味を有する東北起 業家を指したオリジナルの

コトバです。東北をきっかけとした「姿」がこのコト

バにはあり、他 人事ではない自分ごとであることに

気づきをもたらすコトバです。

既成の枠組みや考え方越えて新しい東北を創り出す

心意気を支援し、この活動を日本のみならず、世界

に向けて発信していきます。

コワーキングスペースやシェアオフィ

スなど仕事場としてのご利用はもちろ

ん、 貸 会 議 室やキッチン、 スタジオ

など、 一 般の方 でも時 間 貸しでご 利

用いただけます。

起業家育成のためのイベント・ワーク

ショップの 企 画・運 営、 ならび に 起

業に向けたコンサルティング & アドバ

イスサービスを提供しています。

より創造 的で豊かな人 生の実 現のた

めあな たらしい キャリアの 歩 む お 手

伝いをしています。

一 般社団法 IMPACT Foundation Japan

IMPACT Foundation Japan は、次世代グローバルリーダーの育成を目指し、2010 年に設

立された法人。これまでにも、世界的なトークイベントの『 TEDxTok yo』、高校生が世界と

出会う機会を提供するサマースクール『HLAB』のような⾰新的プロジェクトを企画・運営。

2013 年より、カタールフレンド基金の復興活動プロジェクトに『INTILAQ』を提 案し、現在

は同基金から支援を受け、起業家育成・支援の活動を行う。

+5000 人

主催イベント・
ワークショップ
参加者累計

+100 人

社会起業家の
立ち上げ・
成長⽀援

+200 人

大企業人材や
プロボノの
マッチング

活 動 実 績

活 動 概 要

運営 組 織



12 13INTILAQについて﻿ 1.﻿Prologue

東北 S O CIA L  IN N O VAT I O N  
ACCEL ER ATO R について

S O CIA L  I G N I T I O N
について

ココロイキルヒトが集い、
共に高め合う半年間

東北から着火する
社会変革の炎

基 本 講 座 ①

基 本 講 座 ②

基 本 講 座 ③

基 本 講 座 ④

基 本 講 座 ⑤

基 本 講 座 ⑥

基 本 講 座 ⑦

基 本 講 座 ⑧

基 本 講 座 ⑨

基 本 講 座 ⑩

基 本 講 座 ⑪

基 本 講 座 ⑫

基 本 講 座 ⑬

基 本 講 座 ⑭

基 本 講 座 ⑮

基 本 講 座 ⑯

最 終 発 表 会

仙 台 市 主 催 で、 一 般 社 団 法 人 IMPACT 

Foundation Japan が 運 営 す る 社 会 起

業 家 の 育 成・ 支 援 プ ロ グ ラム。SOCIAL 

IGNITION 事 業の 一 環として開 催され、 同

プログラムでは半 年 間にわたってオンライ

ンとリアルのハイブリッドによる全 16 回の

基 本講座と、本プログラム卒業生であるメ

インメンターとの個別のメンタリングを通し

て、 社 会 課 題・地 域 課 題 解 決 に向 け た伴

走サポートを提供します。

同プログラム卒業生は、仙台市と INTILAQ

が 取り組む「SOCIAL IGNITION] 事業の一

環で取 組みを紹介するイベントや、大手企

業 人材やプロボノ人材とのマッチング 等 の

支 援を受け、 ココロイキルヒトのコミュニ

ティの一員として東北のソーシャルイノベー

ション促進の一員となります。

仙台市と INTILAQ が 2017 年度より「東北

から着火する社 会変⾰の炎 」と称して、右

記 3 施策を柱に開始した事業。

同 市は、 震 災を経て、 助 成 の 起 業 意 欲の

向上や社 会 起 業の動きが活発 化し、「女性

活躍・社会起 業のための改⾰拠点」として

国家戦略特区に位置付けられた。

その 強みを生 かし関 係 団 体、 社 会 起 業 家

等の協力やそのネットワークを活用し、東

北の実情を踏まえた人材の育成支援を図る

ことで、仙台を含む東北各地のソーシャル・

イノベーション創出に資する社 会 起 業 人材

輩出を目的としている。

開 校 式  ＋  ビジョン 講 義  ( リアル )

ビジョン 作 成 W S  D a y 1  ( リアル )

ビジョン 作 成 W S  D a y2  ( リアル )

フィールドトリップ  はまぐり堂  ( リアル ＋オンライン )

ビジョン 作 成 W S  D a y3  ( オンライン )

ビジネスモ デル 概 論  ( オンライン )

ビジネスプランにつ いて  ( オンライン )

ビジネスプラン 作 成 W S  ( オンライン )

ソーシャル インパクト検 討 W S  ( オンライン )

ビジョン・ビジネル モ デル ・ソーシャル インパクト  中 間 発 表 会  ( リアル )

マー ケティング 基 礎 ＋マー ケテング 応 用  ( オンライン )

プレ ゼ ンテ ーションの キ モ  ( オンライン )

動 画 資 料 に 関 する説 明 会＋動 画 作 成レクチャー 会  ( オンライン )

動 画 資 料  ＋  ビジョン  +  ビジネスモ デル  発 表 会  ( リアル )

S I A プログラム修 了発 表 会  ( リアル )

本 番リハーサル（ バックアップ 動 画 撮 影 会 ） ( リアル ＋オンライン )

仙 台 市イベント 　 最 終 発 表 会

48 人

2017 年からの
累計卒業生数

育成・⽀援プログラム
今後の地域を担う人材やイノベーションを起こす人材を育て、
着火し、持続可能な東北 地域を⽬指します。

施策①

施策②

施策③

「一歩踏み出す」イベント、
ワークショップの開催

アクセラレータ
プログラムの開催

ココロイキルヒト
リーダーズの創設

地 域のため、社 会のため、自分も何かやりたい、という様々な想

いを胸に抱えている方々を対象に、一歩踏み出すきっかけとなるイ

ベントやワークショップをご提供します。

一 歩を 踏 み 出した「 ココロイキルヒト」 を 集 中 的 に 支 援・育 成

を 行 うた め、 社 会 起 業 家 アク セラレ ー タ プ ロ グ ラム（SOCIAL 

INNOVATION Accerelator ：「SIA プ ロ グ ラム 」） を 企 画、2017

年より実施しています。

SIA プログラムの採 択者及び、これから社 会課 題 解決を目指す人

にとって「ロールモデル」的な存在となる東北で活躍されている諸

先輩方を「ココロイキルヒトリーダーズ」と名付け、様々な形で一

人一人の想いの実現にむけてご協力をいただいております。



14 15インパクトレポートの目的と概要﻿﻿ 2.﻿Impact﻿Summary

2 .  
I m p a c t  S u m m a r y

調査対象

ココロイキルヒト
リーダーズ

SIA
卒 業 生

「ココロイキルヒト」とは、心意気（チャレンジ）、心

生きる（感 動する）など複 数の意味を有する東北起

業 家を指したオリジナルのコトバです。東北各地に

たくさんのココロイキルヒトがいますが、その中でも

新たに起 業を目指す人の想いの実現に協力してくれ

る方々を「ココロイキルヒトリーダーズ」と呼んでい

ます。

2017 年 か ら ス タ ートし た SOCIAL INNOVATION 

Accelerator（SIA） プ ログラムの 卒 業 生。 社 会 を

少しでも良くして いきた いというあ な たの 想 いを、

Vision ／ Mission という形 で 言 語 化し、 メンター

が伴走しながら持続可能な形で事業計画に落とし込

み、各事業計画の実現可能性を高めていくプログラ

ムです。

本レポートでは、ココロイキルヒトリーダーズと SOCIAL 

INNOVATION Accelerator（SIA） 卒 業 生へのアンケー

トとインタビューに基づき、それぞれの活 動 分 類とその

領 域におけるインパクトを独自の 観 点から見える化して

います。東北のココロイキルヒト・コミュニティの起 業家

が各地で生み出しているつながりとイノベーションについ

て、定量的かつ定性的にまとめています。

インパクト  
レポートの  
目的と概 要

解決を⽬指す東北の社会課題：分類と定義

復 興と産 業 発展 01

04

07

10

02A

B

D

F

05

08

11

03

06C

09E

若 者の希望

子育て環 境

社 会・障害  
福 祉の充 実

地 域の社 会 資本

多様 性と働き方

東日本大震災の復興
2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大 震 災の被 災者や被 災地の
支援をはじめとした生活再建と復旧に関連する取り組み。

若者の将来に対する希望・肯定感の不足
若者が自身のアイデンティティを見出し、将来に対して希望を持
ち自分自身の生き方と人生選択を支える取り組み。

地域振興と経済の発展
地域資源の活用と雇用を通じた、地域コミュニティ及び地域経
済の活性化に関連する取り組み。

子育て環境と携わる人々の負担
子どもを産み育てやすい環境づくりを目的に、地域で子育て支
援をする機会や携わる人々の負担削減に関連する取り組み。

コミュニティの希薄化と地域社会の衰弱
各地域社会の連帯意識を強化し、地域コミュニティの関わり合
い増加と活性化に関連する取り組み。

農林水産業の衰退
進行する人口減少と高齢化の中で、第一次産業の発展と地域コ
ミュニティの活性化に関連する取り組み。

社会 • 障害福祉サービス及びその人材の不足
福祉サービスにおける人材確保や処遇改善を行い、働き手と共
に利用者同士が支え合える環境づくりに関連する取り組み。

多様な働き方や人生の選択肢の不足
立場に関係なく、個人の生き方や働き方が尊重されながら多様
な選択肢を実現できる機会づくりに関連する取り組み。

不登校・いじめ
学校におけるいじめや暴力行為等がきっかけで不登校や学びの
機会を奪われてしまう課題の解決に関連する取り組み。

社会 • 障害福祉関係 者へのサポートの不足
福祉サービスにおける利用者の家族や従事者のサポートを通じ
て、地域コミュニティ活性化に寄与する取り組み。

女性の労働人口・所得の低さと機会格差
女性が人生選択において幸せな生き方と働き方を考えられてそ
れを追求できる社会づくりに関連する取り組み。
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10 22

参加社会起業家 活動地域

人 人

法人種類割合

活動年数平均

創業者の出身地

数字で見る  
東北の  
社 会 起 業 家

ココロイキルヒト
リーダーズ

SIA
卒 業 生

株式会社

東北６県

一般社団法人

1~3 年

その他地域

NPO 法人

参加社会起業家の所在地

創業者の出身地（東北６県外）

3~5 年

合同会社

5~7 年

個人事業主

7 年以上

有限会社 任意団体

60
%

40
%

68
%

32
%

33
%

29
%

8
%

13
%

8
%

8
%

33
%

17
%

42
%

8
%

20
%

10
%

70
%

32
%

32
%

13
%

23
%
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復興と
産業発展

若者の
希望

地域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

復興と
産業発展

若者の
希望

地域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

解決を⽬指している社会課題

事業に参画する仲間

年間予算

総⽀出合計額

情報拡散量

総資金調達額

リーチした人の数
イベント
説明会
講演会
WebPV
など

Facebook
Instagram
Twit ter
など

SNS フォロワー

ボランティア、プロボノ、従 業員、業務委託、アルバイト

億円

万人 万人

21.9

補助金・助成金

億円
6.7

93.8 4.4

民間資本（投融資・クラファンなど）

億円
1.7

自己資金（事業収入含む）

億円
9.9

~500 万円

500~1,500 万円

1,500~3,000 万円

3,000 万円 ~

その 他
地域在住

%
17

年間予算

総⽀出合計額

総資金調達額

億円
10.7

補助金・助成金

億円
9

民間資本（投融資・クラファンなど）

億円
4.3

自己資金（事業収入含む）

億円
0.7

~500 万円

500~1,500 万円

1,500~3,000 万円

3,000 万円 ~

%%

%

%

5023

9

18

東北
６県内在住

%
83

解決を⽬指している社会課題

事業に参画する仲間

情報拡散量

リーチした人の数
イベント
説明会
講演会
WebPV
など

Facebook
Instagram
Twit ter
など

SNS フォロワー

ボランティア、プロボノ、従 業員、業務委託、アルバイト

万人 万人
24.3 1.4

その 他
地域在住

%
21

東北
６県内在住

%
79

A AF F

C CD D

B BE E

10 22人 人

ココロイキルヒト
リーダーズ

SIA
卒 業 生

億円

合計

5.1

人
10,251

人
921

%

%

%

%

10

20

0

70

億円

合計

3.9
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東北の  
社 会 起 業 家が
見る数字

自分たちが楽しみ
今までの仕事とは異なる、
新しい取組みの数

5
事業

藤田 純一 P . 24 木村 一也 P . 50竹川 隆司 P . 34 橋本 大吾

林 久美

P . 60

P . 57

杉浦 美里 P . 42 高橋 そのみ

高橋 真一

P . 73

P . 72

阿部 鳴美 P . 26 佐々木 拓哉 P . 51五十嵐 淳 P . 36

自分 達の取り組みが
きっかけで、地 域内で
新しい取り組みが
生まれているか。 15

人

瀬川 然 P . 62飯田 有紀子 P . 43 佐々木 祐子 P . 74

⼩松 洋介 P . 28 野崎 健介 P . 54丹治 智幸 P . 37 渡邊 亨子 P . 66伊勢 みゆき P . 44 石頭 悦 P . 75

亀山 貴一 P . 30 平形 洋司 P . 55伊藤真結 P . 40 引地 恵 P . 68佐藤 里⿇ P . 48 吉村 尚子 P . 76

本多 智訓 P . 32 佐藤 京子 P . 56⼩川 智美 P . 41 橋本 知良 P . 70佐々木 綾子 P . 49 浜出 理加 P . 77

メモリアルタイルを街に残してくだ
さる設置してくださるお客さま

2000
人

約

活動人口数

600
人

約

働 いて い るメンバー の 幸 福 度（ 自
律していく人たち）wellbeing

8
人

丸 森 町に循 環させ た金 額（ 初 期 投
資 ／人件費 ／連 携 事 業 者 からの購
入費等）　　

1377
万円

経 済 波 及 効 果（ 大 会期 間中の支出
についてアンケート結 果 等から毎
年推計）

1.6
億円

地 域プレイヤー発掘数

30
人

耕 作 放 棄 地を
貸し出す人たちが増える

60
人

授 業提 供出来た生徒 数

14
人

WS を提 供できた
子 供達の数

700
人

年間の活動回数

96
回（２月末現在）

もやもやが晴れたと
言ってくれた人の数

30
人

受益 者が「楽しかった・為になった」
と思う数

95
%

平均

子に肌 着を着せることによる
母 親の気持ちの変 化

今後計測予定

アウトリーチ数
（リーチ率 54. 5%）

654
世帯

宮城県不登校率

4.61
%

宮城県の⼩学生学力

国語　仙台市以外：全国４３位　

仙台市含む：全国３４位

算数　仙台市以外：全国４７位　

仙台市含む：全国３９位

施 設 利用者数

130
人

みんなのそら・職 業体験に
参加する子どもの数

30
人

約

関与施 設

2
カ所

デイサービス卒業者

26
人

他にない商品を作る
オンリーワンの世界を創る

10
商品

作業者への
賃金支払い額

410
万円

講座を受講した人 数

70
人

裂き織を 通して 障 が い のある方の
力を知ってもらう。
累計取引企業 数

98
社

一歩を踏み出す人の数

3
人

ウーマンテックエンパワメント
プログラム参加者と
最 終発 表参加者

60
人

関っている
クリエイターの数

200
人

約

アップサイクルの成 果
着 物地回収 量

10440
kg

事業を通じて
「 オリジナルなシアワセ」 について

考えた人の数

453
人

幸せになるために
関わってくださる方々

（参画者の数）

80
人
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3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

01

02A

03

東日本大震災の復興
2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大 震 災の被 災者や被 災地の
支援をはじめとした生活再建と復旧に関連する取り組み。

地域振興と経済の発展
地域資源の活用と雇用を通じた、地域コミュニティ及び地域経
済の活性化に関連する取り組み。

農林水産業の衰退
進行する人口減少と高齢化の中で、第一次産業の発展と地域コ
ミュニティの活性化に関連する取り組み。

復 興と産 業 発展
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藤田 純一

三陸の作り手と
食卓を笑顔で結ぶ

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社 さんりくみらい
代表取締役

宮城県気仙沼市

宮城県気仙沼市
出身地

所在地

自分たちが楽しみ
今までの仕事とは異なる、
新しい取組みの数

事業を通じて
幸せにしている
周りの人の数

- 気仙沼市内企業
- 気仙沼市 役 所
- 気仙沼漁 業協同組合
- 地 域外企業
　アイリスオーヤマ株式会社
　イオン株式会社
など

人団体

万円

株式会社 さんりくみらいは、EC サイト極上

市場「三陸未 来」の運営を中心に、リアル

な販路開拓やプロモーションの実施。さら

に パートナーとなる作り手（ 生 産 者、 加 工

業者）を募り商品開発、技術開発を共に行

い切磋琢磨できる環境を作ります。

また、都市部の人たちとも積極的に交流し

三 陸 や 水 産 業 に 関 する理 解を 深 めること

で、後 継者を育成し水産業界を活性化させ

三陸地域全体に貢献します。

5

300

23

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

5
-

4
4

10
-
-

17

5500

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

事業

人
約

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

ビジョンで結ばれた仲間と創業

　私は気仙沼で漁師をしながら藤田商店と

いう屋号で商売をしていましたが、10 年前

の震災によって全ての物がなくなりました。

　その後、ご縁のあった市役 所の方々に勧

められ「経営未 来 塾 」に 5 期生として参加

し、たまたま水産加工業と市場の仲買人と

いう、同じ水産業でも立場の違う同期に出

会いました。半 年間いろんなことを学んで

いく中で、 私 たちの根 底にある「 世の中の

人たちに本当に美味しい魚を届けて笑顔に

したい」という想いに気がつくことができ、

2017 年、三陸未来を共同で設立しました。

　設立当初の課題意識は、廃棄される魚を

うまく活用しつつ、 鮮度の高い 美 味しい海

のものをお客様に直接届けることでした。

　私は子どもの頃から両親について地曳 網

体 験をしたり、海のものを食べて感 動した

りして育ったので、漁師が獲るものつくるも

のがどんなに人に喜ば れるかよく分 かって

いました。子どもたちの目の前で殻 付きの

ウニをむいてスプーンを使わず 指 で 食べさ

せると、キャーっと歓声ですよね。「海を食

べてる感じだ！」なんて言われるとすごく嬉

しくて、そこに漁師としての面白さを感じて

いました。

　しかし当時の流通は、気仙沼の市場から

築 地を介して、仲買 人が 何社も入り、飲食

店 やスーパーに流 れたものがようやく個 人

のお 客 様に届くという形 が 一 般 的 でした。

新鮮な魚は本来もっと美味しいのに、この

仕 組みではどうしても時 間のロスやマージ

ンが生じてしまいます。 また、生 産 者には

誰 がどのぐらいの金 額で何を買って、どん

なふうに食べているのかも見えません。

　 そこで 私 たちは、 浜 や市 場、 加 工 会 社

から直接お客様へ届ける仕 組みを考えまし

た。 鮮度の 劣化を防ぎマージンをカットし

ながら、食べる人 たちの姿が見えることで

生産者側の意識も変わり、「ただ獲って売っ

てお 金をもらえたらいいや」 という在り方

から、想いを持った商人のような魅力的な

生産者たちが増えていくと期待しています。

「獲る」漁業から、「育てる」漁業へ

　震災前は、同じ水産業でもみんなライバ

ルでした。いい漁場や道 具を教えたりする

と自分 の 獲る量 が減ってしまうので。 しか

し、震災は、個社だけで立ち直れるレベル

ではなかった。助け合うしかなかったんで

す。チーム気仙沼やチーム三陸のような形

で少しずつ横の連携が生まれ、経営未来塾

など人材育成分 野でもつながりが 育まれる

なかで、 仲 間という意 識 が自然に強くなっ

ていきました。

　また、以前は「獲る」漁業が主でしたが、

今はわかめの養殖など「育てる」漁業になっ

てきています。近年、世界的に温暖 化の影

響が色濃く出ており、日本の海の資源も減っ

てきています。この先、漁師だけで食べて

いけるのかという不安を持 つ人もいて、 そ

れ ならば、 獲るだけでなく育てようという

流れです。

　まず、全国的に動き始めてるのが陸上養

殖です。例えば南九州では海苔が不漁なの

で、陸上の蓄養施設で海苔の栽培をしてい

ます。岩手やここ気仙沼では、サーモン系

の蓄 養に取り組 んでいます。漁協でも、昆

布やあらめなどの海藻 類を養殖し、収穫し

ないで 種として流 通させる取り組みが 行わ

れています。　　

　以前と比べて何が大きく変わったかとい

うと、お互いにもっと良くなろうという関係

性になったことですね。たくさん育てるため

に、それぞれが他地域の漁師たちと積極的

に情報共有しながら、種の制度や漁法、道

具を工夫し合っています。

美味しいから広がるつながりが
産業を⽀える

　これからチャレンジしていきたいことの１

つはウニの蓄養です。温暖化で海藻類が減

少する「磯 焼け」が 起きており、餌が十 分

食べられなかった実 入りの少ないウニが異

常繁殖しています。そこで、ウニノミクスと

いうベンチャーと協 業し、水温管 理をした

陸上蓄養施設で実入りの少ないウニを育て

て流 通に回す仕 組みを作ろうとしています。

餌も循環型で、昆布養殖で出た端材を使っ

ています。

　もう１つはやはり、本当に美味しいものを

もっと普及させたいということに尽きます。

　今、魚離れがすごい進んでいて、なぜな

のかと考えると、 やはり本当に美 味しいも

のを食べてないんですよね。どの一次 産業

も少 子 高 齢 化 の 影 響 で 新 規 参入者 は少な

く、 漁 師の 数も減ってきています。 私 たち

の 浜 も 現 役 は 60 ～ 70 代 が 多くて、 あと

10 年もすれば引退される人たちがたくさん

出てくるといった状 況です。 美 味しい魚を

もっともっと若い人 たちや子 供 たちに食べ

てもらえなければ、産業自体が継 続してい

けない恐れがあります。

　一方で、消費者の方々の意識はどんどん

高まってきていて、生産者の想いや価値観、

どういうところでどんなふうに作られてるの

かを評 価してくださるお 客 様 が増えていま

す。今後はこうしたお客様たち、特に仙台

や東京圏など都市部の方々との交流会を開

催し、コアなファンづくりにも力を入れてい

きたいです。こうした取 組みが全国 的に活

発にな れ ば、 生 産 者の意 識 の向 上や 水 産

業の持続にもつながると考えています。

『当たり前』への感謝が三陸の強みに

　震災後、何もかも失って先が見えない中、

全国から支援を受け、人の温かさや日常の

ありがたみを感じながら過ごしてきました。

だから今 はいくら仕事が 忙しくても、 仕事

ができてお客さまから注 文をいただける環

境 が本当に幸 せで、疲れもないしメンタル

がいい 状 態 でここまで 歩むことができまし

た。

　 三 陸 の 事 業 者さんたちみん な が、 どう

やったら地 域を盛り上げられるか、従 業 員

やお客 様 たちを笑 顔にできるかを率先して

考えている。それが今、私たちの地 域の強

みになっているのかなと思っています。

Interview

「 海 を 食 べ てる 感 じ だ！」
なんて言われるとすごく嬉
しくて どうやったら地 域を盛り上

げられるか、
従 業 員 や お 客さまた ちを
笑 顔にできるか
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阿部 鳴美

色を失くしてた街に
スペインタイルで彩りを添えたい

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

NPO 法人セラミカ工房
代表理事

宮城県 女川町

宮城県 女川町
出身地

所在地

スペインタイルを
目にして下さった数

（実際に来 店）

- UR
- 女川町生涯学習課
- 女川町観 光協会

人人

万円

素 焼 き 生 地 に 下 絵 を 描 き、 色 を つ け、

1000 度近い窯で焼くスペインタイル。カラ

フルな色づかいの美しさと、何枚もつなげ

て飾れるのが魅力です。

震 災直後の女 川町はタイルで言うと素焼き

の状態。色を失くしてしまった街にスペイン

タイルで彩りを添えたい。大きな夢に向かっ

て、2012 年に工房をオープンしました。作

り手のほとんどは地元女川で暮らす女性で

す。設 立当初からのメンバーは、これまで

に 2,000 枚以上の制作を経験しています。

180,000

539

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

9
7

20
300
100
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15
30
20
20

100

1800

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

人
約

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

メモリアルタイルを街に残してくだ
さる設置してくださるお客さま

2000
人

約

” 色がなくなった街 ” に
スペインタイルで彩りを

　私はもともと女 川町の出身で、女 川を出

たのは大学の 4 年間だけ。結婚も同じ町内

の方としたので、 この町に暮らしてもう 61

年が 経ちます。子育てをしながら趣 味で始

めた陶芸のサークルをつくり、メンバーと一

緒にものづくりを楽しむ生活を送っていまし

たが、震災で自宅も陶芸サークルの活動場

所もなくしてしまいました。女川は建物の 8

割がなくなるほどの大きな被害を受けたの

で、瓦礫が片付いた後は本当に真っ茶色の

色のない世界でした。

　自分の暮らしが 少し落ち着いてきたころ

に、何とかもう一度みんなが楽しむための

陶芸の場 所をつくりたいという気持ちが 強

くなりました。そんな折に、知人に紹介さ

れたのがスペインタイルです。

　 ちょうど 震 災 から 1 年 後 の 2012 年 3 月

11 日、実際にスペインを訪れる機会をいた

だきました。そこでは街中が伝 統的で色鮮

やかなタイルで 溢れており、その風 景にす

ごく癒され元 気をもらったんです。 街 の 博

物 館で何 百年も前に作られたタイルを目に

したとき、 時 代を越えて作り手とつながれ

たような感 覚になり、 このタイルには 街を

彩るだけではなく私たちの想いを未 来の人

に伝える力があると確信しました。

　復 興のまちづくりは被 災した地 域それぞ

れ違った形で 進 んでいきますが、スペイン

で大きく心を動かされたことがきっかけで、

明るくて元 気の出る女 川らしい復 興に貢献

したいと考えるようになりました。女川が新

しく生まれ変わるときにスペインタイルで街

を彩り、スペインタイルを通して世界中の人

たちに感謝の気持ちを伝え、後世に残るも

のを作りたいという想いのもと NPO を立ち

上げたのが、2013 年 4 月です。

街を飾るタイルには
女川の懐かしいモチーフを採用

　 始めに考えたのは、 スペインタイルとい

う異文化にふれたことがない女川町の方々

に、少しでもタイルのことを知ってもらい、

手に 取って「 これいいね」 と思っていただ

きたいということでした。そこで、私たちが

ビジネスコンペでいただいた賞金 200 万円

を活用して、町民の方が自宅を再建すると

きにスペインタイルの表札を飾っていただく

取り組みからスタートしました。自宅に表札

を飾るのは、震災からの復興の象徴でもあ

ります。表札制作費の一部を助成する形で、

これまで約 150 枚のスペインタイル表札が

生まれています。

　復 興住宅にも私たちが 作ったタイルが 採

用され、絵 柄として女 川の懐かしい風 景を

描きました。 海 上 獅 子 舞、 サンマの群 れ、

中学 校 の坂 道を歩く制 服 姿の女の子など、

馴 染みのあるモチーフで作ったタイルを町

民の皆さんの目につくところに設 置し、 親

しんでもらおうというのがねらいです。

　 他 にも体 験 会 の 開 催 など、 町 民 の方 に

知ってもらおうと力を注いでいるうちに、私

たちの想いに共感してくださったマスコミの

方たちが情報を発信してくださるようになり

ました。 すると、 取り組みについて何も知

らなかったという町の人にも、メディアを見

た町外のご親 戚やご友 人の方が「女川でこ

んなことやっているんだってね」と共有して

くださるような形で情 報が届き、いい循環

ができていきましたね。

　 現 在は、 メモリアルワークショップがメ

インの 事 業になっています。 こちらは、 視

察や学習旅 行などさまざまな形で女 川を訪

ねてくださった方々にタイルを作っていただ

き、1 枚は思い出としてお手元に、もう 1 枚

は街に飾られ、一 緒に女川を彩るような活

動です。

町内外の人たちが交流しながら
ものづくりを楽しめる空間をつくりたい

　 復 興から 10 年 以 上の時 が 経ち、 新しく

タイルを貼るような施 設というのはほとん

ど完 成しています。 仮 設にいたころはいろ

いろと支 援があり、外からの楽しみもたく

さん入ってきていました。現在はそういった

支 援 が 少なくなってきているためか、 たま

に教 室を開 催するとすごく人 気で、本当に

喜んでいただけるんです。そうしたことから、

今後は女 川の町の人と町外からいらした方

が、 一 緒にお茶をしたり会 話をしたりしな

がら、自由にものづくりを楽しめる場をつく

りたいなと思っています。 特に陶 芸は、 女

川に多いお年寄りの方々も手を動かしたり、

自分の 作 品を日常的に使ったりして楽しん

でいただけるのが魅力です。

　 また、 これまで 作り手 やスタッフとして

関わってきた人たちは地元の女性が多いの

で、地 域の女性が働く場や新しい産業とし

ても定着させていきたいと考えています。

今、女川で楽しく暮らせているのは
たくさんのご縁のおかげ

　今回のレポート作成を機に、改めてこれ

までの 数 字を掘り起こしてみて大 変 驚きま

した。スペインタイルという文化を知ってい

ただき、 女 川の魅 力として発 信していこう

と活 動してきましたが、 お 客さまの 数や収

益・支出といった数 字は、 本当にたくさん

の方々と関わり合いの中で生まれています。

こうしたご 縁 の上に成り立つ積み重ねこそ

が、私たちにとって大きな財産だと思ってい

ます。

　私たちが特に嬉しくて、同時に大 切にし

たいなと感じている指 標 が『 メモリアルタ

イルを町に残してくださるお客さまの数』で

す。震 災がきっかけではありますが、女 川

にいらしてくださる全 国、 世界 中の方 たち

とふ れあいを通じて、それまで経 験したこ

とのないような刺激をたくさんいただきまし

た。陶 芸やスペインタイルは自分 が好きだ

から始めたことで、 好きだから続けてきた

ことですが、自分の実 力だけではきっとこ

こまでこれませんでした。 見えない力に背

中を押され、本当に多くの方々のおかげで、

今、女川で楽しく暮らしています。

Interview

スペインタイルを通して世
界 中 の人 たちに 感 謝 の 気
持 ちを 伝 え、 後 世 に 残 る
ものを作りたい

ご縁の上に成り立つ
積み重ねこそが、
私たちにとって
大きな財産
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小松 洋介

女川町の社会課題解決を通じて
日本・世界の社会課題解決に貢献する

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

NPO 法人 アスヘノキボウ
代表理事

宮城県 仙台市

宮城県 女川町
出身地

所在地

起 業 支援 数

- ロート製 薬
- NPO 法 人クロスフィールズ
- Impac t Japan
- 女川町
- 女川町 商工会
- 女川みらい創造株式会社
- 日本政 策金融公庫
- IGPI
-  POOL. inc
-  T h e  b r ea k t h r o u g h co m p a ny 
GO
- 公益 社団法 人 経済同友会
など

人団体

万円

アスヘノキボウは、女川町の社会課題解決

を通じて、日本・世界の社会課題解決に貢

献することをミッションとする団体です。

日本全体で人口が減少し、経済が縮⼩する

社会で、私たちが直面する社会問題もより

深 刻化し複 雑になっています。日本の地方

はそれらの課 題を先 取りしている社 会課 題

先進地です。

私 た ち はそ の 課 題 を 異 なるセクター（ 企

業・団 体） と連 携 することで、Collective 

Impact を生み出し、新しい地 域のあり方

を実現することで、日本・世界の未 来に貢

献します。 40

101

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内
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4000

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

社

活動人口数

600
人

約

フットサルで起業する夢から一転、
女川で創業

　僕は仙台出身です。学生時代に東北で一

番強いチームでフットサルをやっていたので

すが、学生チームということもありチームの

経営がうまくできず国内リーグに出場できま

せんでした。そこから経営をちゃんと勉強し

て、 スポンサーを集めてチームをつくり起

業したいと思うようになり、新卒でリクルー

トに入社しました。

　3 年ほどの 修 行期 間と考えていたのです

が、リクルート在籍中に父が事業に失 敗し

て借 金を背 負ってしまい、 フットサル は 諦

めざるをえませんでした。父 親の 借 金を返

済し終わった 3 ヶ月後、東日本大震災が起

こりました。ちょうどやることも決まってい

なかったので、被 災した地元で人のための

仕事をやろうと思い、会社を辞めて宮城に

戻ってきたのが 2011 年 10 月です。そこか

らのご縁の中で、女川町と出会いました。

　個 人事 業 主として町の皆さんと一 緒にま

ちづくりの計画をつくったり、事業者さんの

再建のお手伝いや起 業支援をしたりと活動

しているうちに、 町の人 から「 復 興 支 援 の

インターンシップ 事 業をやらないか」 など

とお声がけをいただけるようになりました。

女川に移住してから 1 年半後の 2013 年に、

リクルート時 代の 仲間やメガバンク出身の

メンバーと共にアスヘノキボウを立ち上げま

した。

　 震 災 後 の 女 川の 町 は 瓦 礫 だらけ だった

ので、ビジョンを描くことすら難しく、その

時 必 要とされる目の前のことをひたすらや

り続けることを大事にしよう、そうしたら先

の未 来が見えてくるだろうということで、手

伝って欲しいという声があれ ばとにかく現

場に行ってできることをやってきました。

　震災から 4 年ほど経ち、町の瓦礫が大分

片 付 いた 2015 年ころにようやく、 町の 未

来についての話 が始まりました。当時議 論

していたことは、例えば、どこに商店 街を

つくったら良いか、商店街の配置としてどこ

に金融機関を置いたら消費の流れが起きる

かといった都市 計画のハード面と、今後 人

口減少がより著しくなっていく女川にどうい

う政策や社会保障制度があったらいいのか

といったソフト面です。女 川は全国人口減

少率が 一 位だったので、そこで議 論されて

いた課題は実は女川に限ったことではなく、

日本が 将 来国として抱える課 題、さらに言

えば先 進 国でも同じように抱えるであろう

課 題ばかりでした。だからこそ僕らは、世

界の他の国や地 域につながるような事業を

やらなければいけない、復興支援の恩返し

として「女 川の社 会課 題 解決から日本、そ

して世界の社会をより良くする」ということ

をミッションに掲げました。

事業の中心は活動人口の創出

　 現 在 は 女 川 町 や 地 元 の 方々としっかり

タッグを組んで、特に、地 域に住 んでいる

か 否かに関 係なく、町 で 活 動してくれる人

たちを増やすという活動人口創出に力を入

れています。 具体 的な事 業としては、 女 川

町からの受託事業と自社事業の 2 つがあり

ます。町から受託している事業の 1 つが、5

日～ 30 日間 女 川に無 料で宿 泊 できる「 お

試し 移 住 」 というプ ログ ラムで す。 女 川

には 人手が足りないお店 が 結 構 あるので、

ちょっと来て手 伝ってほしいというお店 や

地 域のニーズと、地 域に関わりたいという

熱 量の高い人 たちとのマッチングを、丁寧

なコミュニケーションのもとサポートしてい

ます。 このプログラムを通じて、 年 間 150

人くらいが 平均で 2 週間女 川に滞 在してい

ます。人口 6000 人の町にとってのインパク

トはかなり大きく、町の方々からも高く評価

をいただいてます。

　もう 1 つは「創業本気プログラム」という、

地方で起 業する人 達を支援するサービスで

す。これには女川町の行政予算がつかわれ

ていますが、女川で起 業準備をして他の町

で起業をしたとしてもご縁は続くという考え

のもと、女川の住民だけではなく、どなた

でも参加してくださいという形で行っていま

す。

地域の困りごとをデータから読み解き
女川から世界をより良くする

　僕たちが 事業を考えるときには、僕らの

ミッションに沿ってそれが女 川だけの課 題

なのか、 女 川から日本や 世界をより良くで

きる課題なのかをしっかりと議論することを

大事にしています。 また、 鮮 度の良いデー

タをしっかりと取りにいくことも大 切にして

います。社会課題は肌感覚が重要だと思っ

ていて、 だからこそ地 域とのコミュニケー

ションを丁 寧にすることが 必 要になってい

きます。地 域の人と話をする中で「いやあ、

こういうこと困っててさ」といった声を耳に

したら、それはみんな困ってるのか、何年

くらい困ってるのかということをデータを活

用して社会規模で測るようにしています。国

や県が公開しているデータは数年に 1 回の

調 査をベースとしたものが 多く少し古 いの

で、 女 川 町のデータは 必ずチェックしてい

ます。

　データから課題が見えてきたら、必 要な

人たちと議論を重ねて、事業で解決できる

か、 しっかりと継 続していけるかを見 極 め

る、 そういう「 深 い思考」 をメンバーには

求めています。

　これから 5 年、10 年かけてさらに力を入

れていきたいと思っていることとして、すで

に 3 年前から取り組み始めている Venture 

for Japan という事 業 があります。 地 域 に

は優 良な企 業 がたくさんありますが、地 方

にあり知名度が 低いということで、優 秀な

人材がなかなか確保できないことが課題で

す。そういった企 業に対して優 秀な新卒 学

生を 2 年 間 限 定 で 紹 介し、 経 営 や重 要 な

職 務に就いて責任を持って仕事をしてもら

い、両者が win-win になるような事業です。

これが全 国に広がっていくことで、女 川か

ら世界を変えたいと思っています。　

Interview

地域に住んでいるか
否かに関係なく、
町で活動してくれる人たち
を増やす

女 川 だ け の 課 題 な の か、
女川から日本や世界を
より良くできる課 題なのか
をしっかりと議論する

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
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亀山 貴一

豊かな浜の暮らしを
未来へつなぐ

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

一 般社団法人 はまのね
代表理事

宮城県 石巻市蛤浜

宮城県 石巻市
出身地

所在地

算盤とアートのバランスを
追求できる関係 事業

- （株）巻組
（地 域おこし協力隊研 修 、ワーケー

ション）
- シカラボ

（獣害対 策、狩 猟担い手）
- ac t ive l i fe  labo

（ スタケーション、 マリンアクティ
ビティ）
など

人団体

万円

3 世帯 7 人。宮城県の東の先端、石巻市牡

鹿半島にある蛤浜は⼩さな漁村でカフェ「は

まぐり堂」を営みながら、持続可能な浜づ

くりに取り組む。

地 域 課 題の 事 業 化 に関 心を持ち関 わる多

様な人たちが自律して浜に関わる環 境を整

え、人と自然環境と経済の最適な循環を通

じて経済成長至上主義を超えた安心・豊か

でサステイナブルな経済に地 域内外の人た

ちが携われるモデルを作っている。

-

1144

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

8
3
-

10
1000

5
10

8
-

100

13

2000

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

事業

働 いて い るメンバー の 幸 福 度（ 自
律していく人たち）wellbeing

8
人

住民からの反発を機に、
地域の幸せを考えた在り方へと
シフトチェンジ

　一般社団法人はまのねは「豊かな浜の暮

らしを未 来へ 繋ぐ」をビジョンに、石巻の

牡 鹿 半島にある超 限 界 集 落 の蛤 浜を中心

に活動しています。私は 蛤 浜で生まれ育ち

水産高校で教 員をしていたのですが、震 災

で壊 滅した集 落を何とか 残していきたいと

いう一心で始めました。

　一 緒にやる仲間もノウハウもない中、勢

いに任 せてのスタートだったので、 銀 行 か

らの融資も申請した助成金や補助金も全て

だめでした。仕 方なく、自分が 持っていた

築 100 年の古民 家を改装してはまぐり堂と

いうカフェを始めました。いい仲間とたくさ

んの方のご協力のおかげで、オープンから

2 年目には 18,000 人ものお 客さん に 来 て

いただきました。メディアにも取り上げられ、

県の復興支援助成金を 3 年間いただけるこ

ととなり、そのタイミングで法人化をしてい

ます。

　 で すが、 すぐに 壁 に ぶ ち当たりました。

瓦 礫 だらけになってしまったこの集 落にた

くさん人を呼びこもうと気合を入れて頑張っ

たら、人 が 来 過ぎてしまったんです。非常

にありがたい話でもあるのですが、集 落が

観光地化し、住民の暮らしに迷惑をかけて

しまいました。5 人くらいしか 住んでいない

⼩ さな 集 落 に バス が 乗り付 け て、6,70 人

がワーッと来るというのは、 住 民 からした

ら異常な光 景ですよね。合意 形成をうまく

取れなかった自分の甘さでもありましたが、

支援してもらえるのは長くても 5 年、それま

でにやれるだけのことをしなければと焦っ

ていたのが正直なところです。

　それまでは雇用や交流人口を増やそうと

「外のものさし」でやっていましたが、住民

の方からの反発を受け、やはり住民の幸せ

をちゃんと考えるべきだと感じて事 業を大

きく方向転 換させていきました。反発を受

け たといっても実は 2,3 人ですが、 お 金と

時間をかけて準備していた宿 泊業やキャン

プ場の計画は全てとりやめ、6 人体制で運

営していたカフェも完全 予 約制の 2 人体 制

に切り替えました。

　当時ここに来てくれていた HBS の学生た

ちからは、「たった 2,3 人の反対で事業プラ

ンを変更するなんて！」というショックな声

も上 がりました。 でもそのときに 私は 「 い

え、 その 2,3 人 が すごく大事なんです」 と

話していました。後に理論立てて整 理でき

るようになったのですが、 焦りから財 務を

優 先させて住 民の反 対を振り切って走って

しまうと、結果的に社会関係資本が損なわ

れて、経営が 持 続 的にならないということ

を直 感 的 に 理 解していたのだと思います。

コロナ禍もあいまってお客さんの 数も落ち

着き、 ようやく今、 住 民との 共 存が 図られ

てきたように感じています。

「コモン化」によって
人と自然環境と経済の
健全な循環をつくる

　ここは自然 環 境と本当に密に暮らしてい

る地 域なので、お 金になるからといって漁

業で 乱獲すれば資 源がなくなりますし、逆

にお金にならないからと山が放置されれば

荒れてしまいます。人が少なくなっていく中

で、地域の資源や課題を継続的なビジネス

にして、 人と自然 環 境とお 金 のバランスを

成 立させていくことがひとつの課 題 だと考

えています。

　よく地 域には何もないといいますが、み

んな当たり前の価 値に気づいてないだけな

んですよね。例えば古民家にも価 値があり

ます。 その空間を生 かしたカフェで、 需 要

と供 給 が合わないため捨てられてしまう地

元 の 魚をちゃんと美 味しく料 理してお出し

する。あるいは荒れている山の木を自分 達

で切って、オーダー家具などを作ることで、

さらに価値を高めることもできます。

　 一 昨 年、 クラウドファンディング などを

活用して⼩さな鹿の解体 場を建てたのです

が、この地 域では 20 年前から鹿が爆発的

に増えて、畑が 荒らされたり車とぶつかっ

たりという被 害に困っていました。 頼みの

猟 友会も皆さん高齢化していて担い手も少

ないので、それを解決しようとジビエカレー

や⾰ 製品づくりをはじめ、自分たちも狩 猟

に挑 戦して、他の人にも狩 猟を始めるきっ

かけづくりをしているうちに、若い人がどん

どん 狩 猟 免 許を取ってくれたんです。 これ

も普通にビジネスとして成立させようとする

と難しいのですが、今は 7 人の若手 猟師が

それぞれ個 人事 業 主として共同で 運営して

います。

　近年では「コモン化」がキーワードになっ

ていますが、1 つの 企 業 でビジネスすると

いうのは結構脆い。みんなにオープンにし

て個に委ねつつ、組合 的なものをつくって

里山をコモン化することにより持 続 的に整

備できないかなと考えています。

先人たちから学んだ
知恵を伝えたい

　コロナ禍でカフェを一 時 休 業していたこ

ろに漁業の手伝いに行きました。皆さん 70

代ですが本当にお元気で、経済が止まって

も自分で魚を獲り、みんなで助け合い、普

通 に 生きてるんで すよね。 お互い に GIVE

の関係で、暮らしそのものがクリエイティブ

で、これからの時 代においてすごく大事な

ことだなと思いました。何より、自分でとっ

たものを自分で 料理して食べたり、それを

あげて喜ばれたりという体験は自己重要 感

に満ちた豊かなものでした。

　利益追求していくと、誰でもできるように

システム化して自分が生きてる感じがしませ

んよね。このまま経済の波に飲み込まれて、

大量生産・大量消費の世の中が変わらなけ

れば自然環境も限界を迎えます。一番壮大

に考えれ ば、「 人 が 生きるために何が大 切

なのか」という問いのヒントは東北にある

のではないでしょうか。そういう知恵を持っ

た人たちこそが宝で、先人から学んだ我々

世代がどんなふうに現 代で生かしていくか

を、これから伝えていきたいですね。

Interview

ようやく今、
住民との共存が
図られてきたように
感じています。

「何が人類にとって
大切なのか」
という問いのヒントは
東北にある
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本多 智訓

自然の中で五感が
解放される時間を

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

MARUMORI-SAUNA 株式会社
代表取締役

千葉県 柏市

宮城県 伊具郡丸森町
出身地

所在地

仲間内法 人での
新 規事業 立ち上げ 数

- 有限会社 今野 建 業
- 株式会社伊具緑 化　
- カフェペルシッカ
- 町内の大学生 2 名

（清掃メンテナンス業務の依 頼 ）

人団体

万円

MARUMORI-SAUNA は、宮城 県 丸 森 町の

豊かな自然の中で完全貸切・自分だけのプ

ライベートサウナ体験をご提供しています。

本当の意味での地方創生を実現するために

は、地 域に住む私たち一人一人が誰かに与

えられるのを待つのではなく、「この地域を

自分でどうにかするぞ」と自分たちの頭で

考え、 自分たちの 手で 活 動していくことが

最初のステップとして必 要だと考えて東 北

の資 源である自然を「価 値 」に転 換できる

フィンランドサウナを展開しています。　

3

89

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-

5
5

30

7
7
5
-

30

18

250

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

事業

丸 森 町に循 環させ た金 額（ 初 期 投
資 ／人件費 ／連 携 事 業 者 からの購
入費等）　　

1377
万円

今、東北に必要なのは
⽀援者ではなくプレイヤーだ

　私はもともと前職で丸 森町から委託を受

け、 ビジネススクール のような形でマーケ

ティングやファイナンスなどを通じて起業家

支 援をしておりました。 私の 個 人 的なミッ

ションは「東北を盛り上げる」ことだったの

ですが、実際にはあまり手応えがなく、役

立っている実 感が 持てませんでした。起 業

家を支 援するだけではこの東北はよくなら

ない。支 援者やサポーターよりも、今、東

北が 一 番必 要としているのはプレイヤーだ

ということを常々感じていたので、それなら

ば自分で やってみようと思いました。 地 域

の人を巻き込みながら一 緒に新しいチャレ

ンジをすることで、 そういった前 向きな 雰

囲気や感 覚が 伝わっていくし、それが本当

の意味での創業 支 援になるだろうと考えた

のが起業したきっかけです。

　 あるときたまたま糸 井 重 里さんのウェブ

サイトで、1 枚の写真を見つけました。サウ

ナトレーラーを気仙 沼の海まで引っ張って

きて、 海にダイブしている写 真です。 それ

まで 私はサウナに入ったことがほとんどな

かったのですが、その写 真に強く魅了され

ました。自然の中でリラックスすることこそ

私がずっと提 供したいと思っていた価 値 だ

なと感じて、 それ ならばサウナをやってみ

ようかなと思い、2017 年 6 月に町の仲間 3

人とともにサウナの本 場であるフィンランド

を訪れました。

　 フィンランド で は 実 際 にサウナ に 入り、

川の中に飛び込む体験をし、その素晴らし

さを実感しまして、帰国後さっそくこの町に

あるいくつか の川 沿いをリサーチし始めま

した。2017 年 11 月に会社を立ち上げ、条

件を勘案しながらキャンプ場の一 部の土地

を町から借りることに決めて、具体 的な交

渉を重ね、2018 年 6 月ころに着工しました。

「なんとも言えない空気感」を
壊して仲間を広げていきたい

　私たちのビジョンはずっと変わらず、「私

たちがきっかけとなり、 丸 森 サウナを通じ

てネットワークコミュニケーションを提 供し

て、一人ひとりの 想いが 燃え 続ける新しい

東北をつくる」ことです。ただのアウトドア

ではなく、自然の中で共に豊かに暮らす価

値を世に示し、同時に自然 産業を創造して

いきたいなと思ってます。

　現在、町から指定管理を受け、サウナと

キャンプ場を共同企業体 (JV) という形で運

営しており、丸森サウナとしては企画などの

戦 略 的な部分を担っています。サウナを運

営するという観 点では十 分に安定してきた

と思いますが、 サウナはあくまでひとつの

手段にすぎません。自然 産 業として地 域で

しっかりと稼ぐ仕 組みに進化させていくた

めには、地 域の人 たちに協力してもらいな

がら、地域を動かしていく必要があります。

　 一方 で、 地 方にはポテンシャルはたくさ

んあるのに、先にできない理由を並べてし

まったり、やり方が分からずに悶々としてし

まったりするような「なんとも言えない空気

感 」 があります。 そういう空 気を壊し、 地

域の意識 改⾰をして、一 緒に動いてくれる

仲 間をちょっとずつ広げていきたいなと考

えています。

　 最 近では、 周 辺 市 町 村や 地 域 内の方々

からお問い合わせをいただくことも多くなっ

てきました。たとえば 町内の地 域おこし協

力隊の人から、サウナやキャンプ場を使っ

たイベントやサウナ関連商品の開発のお話

しがありました。 地 域の人 たちが「 丸 森 サ

ウナと一緒に何かやりたい」と思ってくれて、

お声がけもいただけるようになってきて、周

りの方々からの理 解も深まってきたかなと

いう段階にあります。私たちとしても、地域

おこし協力隊の方と連携しながら、丸 森や

宮 城 県 南 地 域の 食の 魅 力の 発 掘・発 信を

やっていきたいなと思っています。

狭い地域だからこそ、
企業の協働によって
経営の質と効率性を高めたい

　狭い地 域だからこそ、⼩さな会社同士で

共同事 業体のようなパートナーシップを組

み、中⼩企 業の質を向上させることにも取

り組んでいきたいです。総務や採用、社 員

教 育 や 福 利 厚 生など、 複 数の 企 業 間 で共

通 化・効 率化できる部分 があるはず。たと

えば鎌倉では、企業・団体が一 緒に「まち

の社員食堂」を開いて、鎌倉で働く人たち

に地元のメニューを提供しています。そうい

う社食を丸森町でもつくりたいですね。

　 また、 ⼩さな 会 社ですとどうしても、 あ

らゆる決断がトップ 1 人の肩にのしかかって

しまうことが多いんです。そうした課題に関

しても、バーチャルの取締役会の開催など、

共同 体として同じ目線で 悩みも共 有しつつ

一 緒にできることを広げていくような形で、

意思決定の質も高めながら地域全体の稼ぐ

力を向上させたいなと思っています。　

　 今後 は「 東 北 ネイチャーサウナ」 のよう

なブランドをつくり、 点ではなく面として、

東 北 の自 然 の 奥 深 い 魅 力を 発 信していき

たいです。具体的には 2 ～ 3 泊の東北ネイ

チャーサウナツアーのような形で、東北の

いくつか のサウナを回っていくル ートの開

発などを計 画しています。既に東北の 2 つ

の地 域からお声がけをいただいており、準

備を進めているところです。 ただサウナを

つくるだけではなくて、サウナをツールとし

て、その地 域の魅力を掘り出すことが大 切

だということをしっかり伝えながら、1 年に

3 カ所ずつくらい増えていけばいいなと思っ

ています。

　東北の各地で「サウナを拠点に地 域の中

でいろいろなものが生まれ 始めた」という

地 域 づくりのモデルを、この丸 森サウナ発

でつくっていきたいです。

Interview

自然の中で共に豊かに
暮らす価値を世に示し、
同時に自然産業を
創造していきたい

総 務 や 採 用、 社 員教 育 や
福 利 厚 生など、 複 数 の 企
業 間 で 共 通 化・効 率 化 で
きる部分があるはず。
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※ 丸 森町の仲間達と共同経営を行っている
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竹川 隆司

ランナーも、ランナーじゃなくても
楽しいお祭りマラソン

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

一 般社団法人東北風土マラソン＆フェスティバル
発起人代表

神奈川県 横須賀市

宮城県 登米市
出身地

所在地

県 外 参 加ランナー 数（ 関 係 人 口 増
加の指 標としてエントリーデータよ
り累計）

- 登 米市（共催）
- 南三陸町（共催）
- 宮城県（後 援）
など

人団体

万円

「東北 風 土マラソン」は、毎年 春に宮城 県

登米市で開催されるファンラン大会です。

春 の東 北 の 田 園 風 景 の中を、 東 北 各 地 の

名物グルメを食べ、日本酒の仕込み水を飲

みながら、走る楽しみを存分に味わう。

フランス・メドックマラソンの企画協力を得

て、東北の食材と日本酒を世界中に向けて

発信する「グローバル・ファンラン」を目指

しています。

東北の魅力をたっぷり味わえ、ランナーも、

子どもたちも、ボランティアも、観光客も、

そして地 元の人 たちも、みんなで楽しめる

お祭りイベントです。 15000

4120

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
70

-
-
-

-
-
-

50
4000

950

6000

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

人

経 済 波 及 効 果（ 大 会期 間中の支出
についてアンケート結 果 等から毎
年推計）

1.6
億円

ニューヨークでの起業を辞め
日本人の一人として被災地⽀援を決意

　 私 はもともと野 村 證 券 に在 籍しており、

30 歳 で 起 業して、2011 年 4 月にはニュー

ヨークに会 社をつくることを決 めていまし

た。準備のためアメリカと日本を行き来する

生 活を送っていたのですが、 ちょうど日本

へ出張に来ていたときに東日本大震災を経

験しました。 スケジュール の関 係で、 すご

く後ろめたい気持ちを抱きながら、震 災の

4 日後にはアメリカに戻りました。アメリカ

では、タクシーの運 転手やホテルのフロン

トなどたくさんの方から「日本は大 丈夫か」

と心配されました。私の実家は横須賀です

が、地元か否かに関わらず、「日本人の一人

として何かしなきゃいけない」と強く思った

ことがスタートです。

　はじめに、仲間 5 人とハーバードビジネ

ススクールのコミュニティに声をかけて、数

千万円の寄付を集めました。ただ、寄付活

動を通じて、「 震 災 直 後 の支 援 」 と「 継 続

的に回復するための支 援 」はまったく違う

ことを再認識し、実際に地元の人が喜ぶよ

うな支援をしたいという想いが湧きました。

　震 災の直後に災害復 興ボランティアに行

けた人はごくわずかで、海外にいる友 人は

もちろん、国内でも東北外の友人たちも「何

かしたいけどどうしよう」 という人 たちば

かりでした。 そういう想いを東北へとつな

げられるような方法はないかなと模索して、

考え至ったのが『東北風土マラソン＆フェス

ティバル』です。

単なるマラソンに留まらない
” 文化 ” をつくり
地域に笑顔の連鎖をつくる

　私たちはこのマラソンを「ランナーもラン

ナーじゃなくても楽しいお祭りマラソン」と

位置づけており、マラソン大会のみならず、

同時に開 催する食と日本酒のフェスに集 客

することが 重 要でした。 そこで、 フランス

のボルドー近 郊メドックで開 催されている

メドック・マラソンのようなカルチャーをモ

デルにしようと考えました。別名「ワインマ

ラソン」とも呼ばれるこの大会は、収穫間

近のぶどう畑の間を縫うように設 定された

コースを、テーマに沿って仮装したランナー

が走り、エイドポイントではワインが楽しめ

るというユニークな大 会です。世界中から

毎年 8,000 人くらいがランナーとして参加し

ますが、来場者数は 2 万 4000 人を超える

ため、ランナーが 友 達 や家 族を 2、3 人 連

れて来ている計算になります。

　2012 年 9 月、実際にメドック・マラソン

に参 加し、 その 後 2014 年 4 月にメドック

東北 版として、 東北 風 土マラソン & フェス

ティバルの第 1 回大 会を開 催しました。形

づくる上では、 復 興 支 援 やマラソンという

文 脈以 上に、登 米市における ” 文化 ” を醸

成 することを意 識しています。 これまでに

オンライン開催も含めて 7 回実施しており、

直 近 の 大 会 で は 約 7,000 名 のランナー に

参加いただいています。パートナー企 業も

100 社ほどかかわっていただいているので、

ボランティアや 演 者を含めると 1,200 名ほ

どが動いています。

　私たちが考える本質的なゴールは「第一

次産業と第三次産業の復興および成長」で

す。そこで重 要なのは、主体となる人、つ

まりハードの 使い手たちだと思っています。

だからこそ私 たちが 実 現したかったことは

「地域に笑顔の連鎖をつくる」というソフト

の部分です。いくらハードがそろっても、地

元の人 が元 気になり次のステップに進もう

という気にならないと、本当の復 興や成長

にはつながらないと思っています。地 域 づ

くりという観 点 から考えても、 マラソン大

会のランナー数が 伸びることより、地 元の

人 たちの手でこのイベントを継 続 的に回せ

るようにしていくことの方が大切ですよね。

理想 形は東北の地域産品が
グローバルブランドになること

　こうした考えのもと、立ち上げ当初から

震 災の 10 年 後を見 据えて、 私 たちが見て

いなくてもマラソンを開催できるようにして

いくことが大事だと思い、最初の 5 年は「立

ち上げと成長」、次の 5 年は「定着と地元化」

と位置づけていました。

　最初の立ち上げ時は馬力や勢いも必要な

ので、医 療スタッフも含め東 京中心に東北

の 外から人を連 れてきていました。 元々は

そんな東 京のメンバーが半 数以 上を占めて

いた実行委員の構成も、6 年目を迎えるに

あたり一 気に真 逆に変えました。そうする

と、 地 元 発 のアイディアも生まれ、 実 際に

大会にも反映されてと、少なくとコロナ前ま

では良い形で少しずつ「定着と地元 化」が

進んでいたように思えました。

　 東 北 風 土マラソン＆フェスティバル の 分

かりやすい理 想 形は、メドックワインのよ

うに、東北や登米市の地域産品がグローバ

ルブランドになっていることです。おかげさ

まで、毎年の KPI としている参加者の満足

度や 経 済波 及 効果は達 成できていますが、

私たちがめざすレベルにはまだ至れていま

せん。そもそも時間がかかること、自分た

ちだけではできないことを目標にしていると

も言えますが、10 年後でも 30 年後でもい

いし、直接私たちがやらなくてもいいので、

世界レベルまで行きたいですね。そうして、

大会のミッションである「マラソンを通して

東北と世界をつなげる」に繋げていきたい

と思っています。

　 私 たちに できるの は、 成 功 するまで 辛

抱 強くチャレンジを続ける、意 志と行 動力

を持った地 元の人 たちを支 援することだと

思っています。私 1 人ではこれまでの経験も

できることも限られてしまいますので、仲間

たちのスキルや経 験も借りつつ、意 志ある

地元の人たちが指 標にできるような社 会的

インパクトをしっかり示すことで、彼・彼女

らと伴走していくことかなと思っています。

Interview

地元の人が元気になり
次のステップに進もう
という気にならないと、
本当の復興や成長には
つながらない

意 志ある
地元の人たちが
指標にできるような
社会的インパクトを
しっかり示す

約

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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五十嵐 淳

地域価値創造チャレンジャーが
活きる世をつくる。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

sannohe yell( 個人事業主 )
サンノヘエール ( 任意団体 )
代表

秋田県 秋田市

青森県 三戸町
出身地

所在地

自身が関わるプロジェクト数

- 青森県三戸町
- 青森県
- 青森県教育員会
- 青森県立三戸高等学校
- 一般社団法人
 IMPAC T Foundation Japan
- 丸 末農 業生 産 株式会社
- 株式会社 SANNOWA
- 株式会社いーと BOX
- 株式会社中里青果
- 株式会社ファストコム
- 株式会社ニッポン手仕事図鑑
など

人団体

万円

「 地 域 で挑 戦したい人 があたりまえに挑 戦

できる世の中」 を VISION に掲げ、 自分自

身や地 域の人と共に挑 戦したプロジェクト

の結果と過程を共有し、次世代の新たな夢

の種を増 やす地 域 課 題 解 決 型 人 財育成に

取り組んでいます。

この活動が地域で挑戦したい人が第一歩を

踏み出しやすい環境、その地 域に住む人々

が応援したいと思える土壌づくりに繋がり、

ゆくゆくは 地 域 文化の可視化や新しい意味

付 け 機 会となり、 結 果 的 に 地 域 課 題 解 決

の基盤になると考えています。

21

32

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
3
-

5
-

1
5
-

10
8

50

165

Social Entrepreneur SIA 卒業生

プロジェクト

地 域プレイヤー発掘数

30
人

復興と
産業発展

若者の
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地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

丹治 智幸

みんなが参加できる
「ふるさとを守る」農業スタイルを創る。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

農業法人 つながるファーム
代表取締役

福島県 福島市

福島県 福島市
出身地

所在地

独 立 する人 たちが 増える（ 農 業を
通じて生計を立てられる）

- トキタ種苗 ( 株 )
- 福島県農 業振 興公社
- 福島県県北農 林事務所
- 福島市農 業委員会
- 二本 松市農 業委員会
- ( 株 ) ファームランドヤマロク
- ( 株 ) 荒 川産業
- ( 株 ) 平和物産
- ( 有 ) たねのオーエス
- ( 株 ) クロノス
- 就 労 継 続 支 援 B 型事 業 所アール
プラスワークむすびや
- 就労継 続支援 B 型 笹森の郷
など

人団体

万円

私たちは、長ネギの大規模生産販売（令和

3 年現在東京ドーム 2 個分の 10ha）、長ネ

ギ 苗の販 売、 障 がい 者雇 用と農 業 者 独 立

研 修を行なっています。株式会社つながる

ファームの「 つながる」 には、 地 域の人と

人をつなぎ、地 域の今と未 来をつなぐとい

う想いを込めて今の社名があります。

当 社では、 様々な人 同 士 が協 力し合って、

より大規模に農作業を進めていき、地域復

興も視 野に入れて日々努めております。 今

後も、様々なものをつなげられる会社とし

て精進してまいります。

2

17

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-
-

-
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-
6
-
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3000

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

耕 作 放 棄 地を
貸し出す人たちが増える

60
人
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3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

若 者の希望  04

B

05
若者の将来に対する希望・肯定感の不足
若者が自身のアイデンティティを見出し、将来に対して希望を持
ち自分自身の生き方と人生選択を支える取り組み。

不登校・いじめ
学校におけるいじめや暴力行為等がきっかけで不登校や学びの
機会を奪われてしまう課題の解決に関連する取り組み。
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伊藤 真結

すべての人が、自分の心に
正直に挑戦し、輝ける世界。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

AKIU SCHOLE
代表

宮城県 仙台市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

自分の選 択で
進 路選 択をした生徒 数

人

万円

主に 10 代後半の中高生向けに、自分の人

生を心 地よく生きて行く力を育むための授

業を提 供、および学校の運営をする。教育

活動全般において、自分と向き合い、自分

の頭で 考え、他者との議 論を通して自らの

考えを表現する力を育む。

仙台市のはずれにある人口 5000 人程 度の

⼩さな田舎町で月に 2 回開校。

1

-

従 業員
業務 委託
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プロボノ
ボランティア

域外域内
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-
-
-
-
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-
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Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

授 業提 供出来た生徒 数
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人
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小川 智美

子どもたちが小さな成功体験を
積み重ね、夢を描き、世界へ羽ばたく。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社 dreamLab
代表取締役

福島県 三春町

福島県 いわき市
出身地

所在地

未 来マップ WS を実 施する
学校の数（人 数）

- いわき市
- いわき商工会議 所

人団体団体

万円

DreamLab のアフタースクール 事 業 では、

課 題を発 見し、 考え、 行 動する「 生きるチ

カラ」を育む体 験 型の学習プログラムを提

供しています。

ネイティブの外国 人 講 師と一 緒に過ごしな

がら、様々な学びを重ねていきます。経 験

値を増 やすことで、 生きるチカラの土台と

なる非認知能力を身につけます。

また、 塾 事 業 では、 受 験 勉 強や 各 種 大 会

対 策の 強 化 練 習、 留学 や将 来 の 夢に向け

ての勉強など、個々の目的に合わせたカス

タマイズ学習を行なっております。

150

32

従 業員
業務 委託
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プロボノ
ボランティア

域外域内

2
-
-
-

5

2
-
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-

10

2-

1400

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

WS を提 供できた
子 供達の数

700
人
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杉浦 美里

「大人も子どもも凸凹であれ」
誰もが自然に生きる社会へ。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

けせんぬま旅する学校
共同代表

静岡県 浜松市

宮城県 気仙沼市
出身地

所在地

年間の参加延 人 数

- 気仙沼市
- 気仙沼子育てコレクティブインパ
クトプラットフォーム「コソダテノミ
カタ」
- NPO 法 人 浜わらす
- NPO 法 人 ピースジャム
- 一 般 社 団 法 人 気 仙 沼 あそび ー
ばーの会
- 一 般 社団法 人 おりがみ
- 東北ツリーハウス観 光協会
- ともしびプロジェクト
- 森の寺⼩屋
- 里山ジャパン
- アフロ巧業
- アトリエスピカ
など

人団体

万円

けせんぬま旅する学校プロジェクト

2017 年からはじめた０～２歳児親子を対象

とした森のようちえん活動に、不登校の子

どもたちが遊びに来てくれるようになったこ

とがきっかけで、2021 年 4 月からこの活動

を開始しました。

気仙沼の自然 豊かな暮らしの中で、子ども

たちと、親と、地域の人たちでつくる不登校・

子育て支 援コミュニティです。校舎はなく、

まち全 体 が 教 室。 海・山・寺・ツリーハウ

スなど、季節に合わせて様々な場所で、自

然体験を軸に過ごしています。

1500

25

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-
-

2
8
-
-

15

18

300

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人（２月末現在）

年間の活動回数

96
回（２月末現在）
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飯田 有紀子

一人でも多くの若者が自分らしく生き生
きと生きることができる社会の実現。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

Fantrobar
代表

静岡県 静岡市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

常連数（
2 回以 上参加した人 数）

- ONE TOHOKU
- 山形県金山町

人団体

万円

自身 の原体 験 から社 会 人 2 年目に 若 手 社

会人のモヤモヤをシェアする不安吐露 場を

作りたいと開店した Fantrobar。

2022 年 の 3/12 で 3 周 年 を 迎 え た

Fantrobar は、コロナや主催の飯田の異動

もあり、当初仙台で実 施していた座談会や

立ち飲み形式でのリアル開催からオンライ

ンと形と変えて来ました。

そしてさらに 2021 年 12 月から新たに金山

町とのコラボ企画も始まりました。1 人でも

多くの人の居場 所になるべくこれからも毎

月店を開けていきます。

50

22

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

2
4

- 
-

1
-

15

2
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Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

もやもやが晴れたと
言ってくれた人の数

30
人
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伊勢 みゆき

子どもも大人も学び合いで
笑顔とありがとうが広がる社会へ。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

特定非営利活動法人まなびのたねネットワーク
みやぎ子ども教育⽀援ネットワーク協議会「みずとわ」
代表理事

宮城県 仙台市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

講座受講 者の
講座への満足 度

- 宮城県教育委員会
- 仙台市教育委員会
- 名取市教育委員会　　
- 石巻市立桜坂高等学校
- 宮城県、仙台市内⼩・中・高校
- 湊水産株式会社
- 株式会社ワイ・デー・ケー
- 宮城県 福祉 人材センター
- 女川町観 光協会
- 一 般 社 団 法 人とちぎ 市民協 働 研
究会
- 認定 N PO 法 人 Switch
など　

人団体

万円

まなびのたねネットワークとみずとわでは、

学 校 教 育と社 会 教 育 の支 援 を行って いま

す。学校教育支援では、学校のニーズに応

じたキャリア 教 育のプログラム 企 画 開 発、

企 業とコラボした 体 験 型 プ ログラムの 実

施や教育 旅 行の企画コーディネーションを

行っております。

社会教育支援では、教育に関わる大人の人

材育成を中心に高校生向けのサードプレイ

ス事 業をはじめとしたニーズに応じたプロ

グラムの開発とプロデュースを行っておりま

す。

91.8

203

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

1
-

12
3

15
2

170

300

650

Social Entrepreneur SIA 卒業生

%

受益 者が「楽しかった・為になった」
と思う数

95
%

平均
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3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

子育て環 境 06C
子育て環境と携わる人々の負担
子どもを産み育てやすい環境づくりを目的に、地域で子育て支
援をする機会や携わる人々の負担削減に関連する取り組み。
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佐藤 里⿇

すべての赤ちゃんが
祝福と応援にくるまれる社会

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

一 般社団法人 くるむ
代表理事

宮城県 仙台市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

- NICU のある医療機関、
助産院など
- 国内のベビー服製 造 会社

人団体

万円

⼩さく生まれた赤ちゃんは、体に合う肌 着

が簡単には手に入らないため、オムツだけ

で入院していることが多くあります。くるむ

の肌 着を着 せることで、 親としての幸 せな

仕事を増やし「面会」を「子育て」に変え

たいのです。

また、肌着をギフトとして贈ることで、母親

の孤立を防ぎ、愛情を育むきっかけをつくっ

ています。

全ての赤ちゃんのサイズに対応できる手 作

りキットも企 画しており、 家 族や友 人 がお

母さんと赤ちゃんのことを想う「時間」を形

にして贈る、 新たな文化を生み出していき

ます。

10

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

1
-
-
-

5

3
-
-
-

1

3

100

Social Entrepreneur SIA 卒業生

子に肌 着を着せることによる
母 親の気持ちの変 化

今後計測予定

ギフト満足 度 調査 
- 贈り手の満足 度

98
%

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

佐々木 綾子

貧困の連鎖を断ち切り、「⽀えられる人」
から「⽀える人」へと愛情が循環する
社会をつくる。 - わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

NPO 法人 STORIA
代表理事

宮城県 仙台市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

保護者の精神的安定・
課題の減少

- 仙台市子 供未 来 局
- 仙台市内の区役 所
- フードバンク仙台
- 居場所の自治会
- 民生委員
など

人団体

万円

2016 年より、 子どもの 貧 困という社 会 課

題に対し、貧困の連 鎖を断ち切り「愛情が

循環する未来」へ、というビジョンのもと、

困難を抱えるご家庭の子どもたちに、たく

さんの愛情と、生まれ持った可能性が存分

に発揮される様々な体験の機会を作りなが

ら、 子どもたち一人ひとりと寄り添う居 場

所活動を行ってきました。

2021 年度 からは仙 台市と協 働し、 孤 立 家

庭を防ぐためのアウトリーチ事 業、 ひとり

親生活向上支援事業を開始し、親御さんと

子ども達を包 摂するサポートを行っていま

す。 3

213

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
5
-

35
-

10
-
-

1
162

12

1800

Social Entrepreneur SIA 卒業生

割
約

アウトリーチ数
（リーチ率 54. 5%）

654
世帯

復興と
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木村 一也

⽀援の循環、異才の承認で、
親子が未来に希望を持つ。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社 マナライブ
代表取締役

宮城県 

宮城県 亘理町
出身地

所在地

宮城県
通 級学級
生徒 数

- 気仙沼市教育委員会学校教育課
- 富谷市 経済産業部産業観 光課
- 宮城 県経 済 商工観 光 部産 業 人材
対 策課
- 気仙沼市産業部 産業戦 略課
- 富谷市教育委員会学校教育課
- みやぎ子ども教育支 援ネットワー
ク協議 会　みずとわ
- 特 定 非 営 利 活 動 法 人まなびのた
ねネトワーク

人団体

万円

教育・人材育成に関する課題を一緒に解決

するパートナー。息子の発 達障害の発覚が

きっかけで、障害児を預かる放課 後 等デイ

サービスで起業。

現 在は、 気仙 沼 市の ICT 支 援 員 配 置事 業

を受託。⼩中学校の ICT 機器のメンテナン

スと研 修を実 施している。さらに、富谷市

で市長 が 塾 長 の 起 業 創 業 塾「 富谷 塾 」 の

企画運営を行なっている。

障害児も含めた誰も取り残さない教育を支

援し、突出した個 性 が活 かせる「チガウっ

てカッコイイ」と言える社会の実現を目指し

ている。 2763

16

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

4
2
-
-
-

4
6
-
-
-

7

1900

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

宮城県不登校率

4.61
%
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福祉の充実

佐々木 拓哉

確かな繋がりと安心の中で、関わる全て
の人々が未来を描ける子育て社会。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

FourS 株式会社
代表取締役

宮城県 名取市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

⼩学生の将来学力に
直 結する保育園環 境

（プログラムの整 備）

- 保育園
- 幼児教育ツール開発会社
- 飲食 店運営会社
- ソフトウェア開発会社
- 幼児教育施 設 運営会社
- 教育研究団体
- 大学

人団体

万円

防 犯 カメラ等 のセキュリティ商 品 の ⼩ 売・

卸売りをメインに、情報通信機器を取り扱っ

ています。一方で保育園運営にも携わって

おり、メイン商材である情報 通信機器を保

育業界に導入しより良い環 境を整 備するた

めにシステムの開発も行っています。

未 来を担う子どもたちにできる限り多くの

経 験と刺激を提 供し社 会に送り出すととも

に、情報通信技術を駆使して子育てに関わ

る全ての人々が 繋がる社 会を目指して業 務

を行っています。

1

17

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-
-

2
15

-
-
-

7

1000

Social Entrepreneur SIA 卒業生

園
開発中

宮城県の⼩学生学力

国語　仙台市以外：全国４３位　

仙台市含む：全国３４位

算数　仙台市以外：全国４７位　

仙台市含む：全国３９位
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52 53社会・障害福祉の充実﻿ 3.﻿Social﻿Entrepreneurs

3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

社 会・障害  
福 祉の充 実

07

D

08

社会 • 障害福祉サービス及びその人材の不足
福祉サービスにおける人材確保や処遇改善を行い、働き手と共
に利用者同士が支え合える環境づくりに関連する取り組み。

社会 • 障害福祉関係 者へのサポートの不足
福祉サービスにおける利用者の家族や従事者のサポートを通じ
て、地域コミュニティ活性化に寄与する取り組み。
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野崎 健介

音楽を通じた
共生社会の実現。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社ゆらリズム
代表取締役

東京都 練馬区

宮城県 仙台市
出身地

所在地

雇用の創出

- 仙台市健康福祉局介護保険課
- 仙台市地域包括支援センター
- 仙台市泉区南光台町内会
- 仙 台フィン ランド健 康 福 祉 セン
ター
- 加美町国立音楽院
- JICA 東北
- JICA ブラジル
- サンパウロ市役所
- ブラジル州立サンパウロ大学
- 宮城ブラジル友好協会
- 株式会社モネテクノロジーズ
- 株式会社ヨークベニマル
- 株式会社エムズ
- 七十七銀行
など

人団体

万円

仙台市にて介護福祉事業を展開。音楽を活

用した介護予防型デイサービスや放課 後 等

デイサービスの運営。また研 修派 遣事業や

海外事業も展開。

音楽を通じて年齢、性別、障害、国籍など

の「バリア」を「フリー」にする「共生社会」

の実現を目指している。

34

66
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域外域内

-
-
-
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-
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-
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-
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47
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Social Entrepreneur SIA 卒業生
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平形 洋司

生きているすべての人たちが
あたたかく受け入れられる社会を。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

みんなのそら（の中で Happy Note）
代表 社会福祉士

山形県 鶴岡市

山形県 鶴岡市
出身地

所在地

職 業体験の場に
参加する企業 数

- 障害理 解に協力的な企業
- 職 業体験などを提 供する企業
- 自治 体
- 相談事業 所
- 協力頂いている福祉法 人

人団体

万円

障 害を持 つ人やそのご 家 族をサポートする

プロジェクト「Happy Notes（ハッピー ノー

ツ）」 を進 めています。 日々の出 来 事を 気

兼ねなく語り、同じような立 場の家 族と情

報 交 換できる場を作ることで、孤 独 感や不

安感を少しでも減らすことができたらと思い

ます。

ビジョンは「だれもがあたたかく受け入れら

れる社会を。」とし、保護者がリラックスで

きる取り組みや情 報 提 供などを行ってきま

した。今後は障害の理 解について広められ

るような取り組みも行っていく予定です。

3

62
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域外域内
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-
-
-

3
-

8
-
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3600

Social Entrepreneur SIA 卒業生

社
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人
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佐藤 京子

すべての人が最期まで
いのち輝く生き方ができる社会へ。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

四方よしの医療
代表

東京都 豊島区

-
出身地

所在地

受講 者数

- 医療法人やまと
- 一般社団法人 BEARS GATE

人団体

万円

医 療・介 護 の 現 場 で真 の 意 味 で 患 者と家

族のニーズを聞ける人がどれだけいるだろ

うか。 患 者 や 家 族 は、 医 療 者 の 説 明を 理

解できているだろうか。 大 切なことを医 療

者に伝えられていないのではないだろうか。

本当に必要な医療を必要な分、受けること

ができているだろうか。 そして医 療 介 護 従

事者はたくさんのストレスを抱えている。離

職率も高い。

医療・介護の従事者に「心に寄り添う」コミュ

ニケーション方法を伝え、仲介 者を養成す

ることで四方よしの医療を実現します。

150

1
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林 久美

認知症・要介護・子供も含め全ての人に
出番、役割のある総活躍スローコミュニ
ティ。 - わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

マイムケア / 特定非営利活動法人スロコミ
介護事業部長 / 代表理事

福島県 白河市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

地 域と繋がりを
持ち続けられている
利用者の数

- ピープルデザイン研究 所
- ミライデザインワークス
- 東北 学院大学東北 学院中高
- 向山こども園（幼稚園）
- 介護保 健サービスの業者多数
など

人団体

万円

私たちマイムケアは、仙台市内で誰でもが

当事者になり得る、要介護や認知症という

社会課題に対し、居宅介護支援、サービス

付き高 齢 者 住 宅、 訪 問 介 護と⼩ 規 模 多 機

能型居宅介護を提供しております。

また、 特 定非営 利 活 動 法 人スロコミでは、

要介護や認 知症になった人でも地 域の人々

とともに 暮らしていける環 境として開 設し

た、 地 域 交 流 スペース「 マイムテラス」 を

軸 に「 誰もが 総 活 躍 できるスローコミュニ

ティ」を目指しています。

300
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20000

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

幸せになるために
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3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

地 域の社 会 資本 09E
コミュニティの希薄化と地域社会の衰弱
各地域社会の連帯意識を強化し、地域コミュニティの関わり合
い増加と活性化に関連する取り組み。
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橋本 大吾

健康的な「ありたい暮らし」を
カタチにできる社会と未来を⽬指して

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

一 般社団法人 りぷらす
代表理事

茨城県 鹿嶋市

宮城県 石巻市
出身地

所在地

職員の子 供の数

- 石巻市
- 特 定 非 営 利 活 動 法 人いしのまき
NPO センター
- 地 域包括支援センター
- 社 会福祉協議 会
- 特 定 非 営 利 活 動 法 人ベビースマ
イル石巻
- 一 般 社団法 人 world in you
- NPO 法 人 E TIC .

人団体

万円

2013 年より、宮城 県 石巻市で地 域 住 民と

ともに、リハビリ型デイサービス事 業、コ

ミュニティーヘルス事 業や 仕事・家 庭と介

護の両立にかかる研修事業を展開。

隣接する登米市にも展開し、地域の利用者

とともに、子 供から高齢者まで病気や障害

の有無にかかわらず地域で健康的に暮らせ

る社 会を創造するべく様々な取り組みを実

施。

例えば、 介 護サービスから卒 業 " も " でき

るデイサービスなどを通じて未 来へ 紡ぐ地

域創りを行う。

18

70

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
5
-

20
-

30
-

10
-

5

7

5000

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

人

デイサービス卒業者

26
人

東北に通う中で、「当たり前」が
当たり前ではないことに気がついた

　 僕 は 茨 城 県 鹿 島市出 身で、27 歳のとき

に理学療法士の資格を取り、埼玉県で仕事

をしていました。31 歳のときに起こった東

日本大 震 災を機に、リプラスの前身となる

ような、東北を始め全国規模で災害からの

リハビリを支援する団体を仲間とつくりまし

た。それがご縁となり、ETIC さんを通じて

2011 年 12 月に石巻に移住しました。2013

年にリプラスを立ち上げ、 同 年 5 月から石

巻に、2015 年 3 月には登 米市にも拠 点を

構えサービスを展開しています。

　関東に住んでいると、人も食もエネルギー

も医 療もあるのが「 当たり前」 という感 覚

になってしまうんですよね。一方で、東北で

は人は少なくなってきていて、食も電気も実

は東北でつくられていたものが関東に流 れ

ていて、 東 北 出 身 の医 療 従 事 者 が 東 京 で

働いているケースもたくさんあります。東北

に通う中で、地 域格差かもしれないしある

意 味 では 資 本主 義 社 会 の 必 然 かもしれま

せんが、 そういうことを認 識 せずに生きて

きたという事 実に気がつきました。関東で

あれ ば僕 がいてもいなくても代 わりの人は

いっぱいいますが、東北にはそんな僕でも

役に立てそうなことがあり、必要としている

人も非常にたくさんいる。いち個人として世

の中の 役に立つのはどっちかなと考えたと

きに、 やはり東北 だなと思いました。 ここ

に来ていなかったら、移 住はしていなかっ

ただろうし、東北や震 災のことも他 人事に

なっていたかもしれません。

キーワードは
「介護からの卒業」

　僕たちのビジョンは、「子どもから高齢者

まで、病気や障害の有無に関わらず、地 域

で健 康的に暮らし続けることができる社 会

を創造する」です。そのために、僕たちに

関わる人々、 そして僕 たち自身が、 健 康 的

で在りたい暮らしを形にするために最 適な

取り組みをしていくことをミッションに活動

しています。

　中心事業は 3 つで、1 つ目は介護や障害

がある方向けの制度的サービス、2 つ目が

そもそも介護が必 要とならないように地 域

の 健 康 づくりを行って健 康 寿 命を延ばして

いくコミュニティヘルス事業、3 つ目が、と

はいえ介護を 100% 予防することは難しい

ので、必 要になったときに、特に就労世代

の介護離職や介護鬱を予防して仕事と介護

の両立を支援する事業です。

　 僕 たちは、 介 護 保 険を使 わな いで 生 活

できるようになる状態を「介護からの卒業」

と呼んでいます。介護 保 険を利 用するきっ

か けは、 人によってさまざまです。 例えば

少しずつ 体 力が 落ちてきた方がリハビリを

機に介護保険を使ったり、脳卒中や骨折な

どある出来事を境に自宅での生活が難しく

なって介護 保 険を使い始めたり。僕たちの

ようにサービスを提供する側からすると、一

定の割 合で良くなる人や 介 護を卒 業できる

人 がいることも知っていますが、 一方 で 介

護保険ユーザーの方々は「一度介護が必 要

になったらもう良くはならない、できても維

持するのが精一杯だ」という認識をお持ち

の方が多く、情報の非対称性が大きいなと

感じています。

資源の固定化という大きな課題を
解決する「協働」の可能性

　地域に限らず、全国的に介護離職や介護

うつは問題であり、さらに深刻化していくと

予想されます。共 通しているのは担い手の

絶対数の不足と、地 域偏在です。それらの

背景には、社会の変化に対して資源・資本

の流 動 性が 低く、固定化していることが大

きな課題だと感じます。

　地域に必要な人や組織に資源が移りやす

くなることで持 続 可能 性 が 高まることが 重

要ですが、それにはやはり 1 団体だけでは

難しい。企 業や行政などとの協働によって

外部 環 境を変えていくことが必 要です。例

えば、介護離職を予防する活動に企業がお

金を出して従 業 員向けのプログラムを実 施

するといった選択肢も考えられますよね。

震災から 10 年、地域の人へ
バトンをつなげる

　創業時より震災から 10 年を一つのフェー

ズ で 考えてきました。 初 期 はどうしても僕

が 引っ張るような形で、 トップダウンなコ

ミュニケーションが多くなってしまいました

が、「 自分たちの 住みたい 地 域 はやはり地

域の人たちにつくっていってほしい」という

想いのもと、少しずつ地域の人へバトンタッ

チをしています。僕がその道を塞いでしまっ

ていた部分もあり、僕自身の在り方や役割

を変えていかないと新しい役割や道はでき

ないので、特にこの 2 年 程はこれからどう

していきたいかについてそれぞれと対 話す

る時間が増えました。これからは遠隔で人

材の育成やマネジメントをしながら、 必 要

な新 規事業開発などに取り組んでいく役を

担っていくつもりです。

　 介 護は、 ある日突 然やってくるため、 確

実に家族間の問題にぶちあたります。介護

に対する価値観や死生観、誰が介護するか、

誰がお金を払うのかなどがすり合わせでき

ていない場合、家族間の思いが乖離した状

態 で 介 護が 始まります。 こうした家 族 の成

り立ち、時間とともに変わる価 値観や想い

などを共 有することも大 切 だなと思ってい

て、そういう仕組みづくりを誰とどうやって

進めるかについても、 今 考えているところ

です。

　経営について全く分からない僕がこの 10

年やってこられたのは、 たくさん の方が 支

えてくださったからでした。 今 後 は、 これ

から起 業しようと思っている方やすでに起

業してる方に対しても、メンタルヘルスやメ

ンタリングなどのサポートができたらと思っ

ています。

Interview

資源の固定化、つまり
資源が偏在しており、
流動性が非常に
低いことが大きな課題

「自分たちの住みたい
地域はやはり
地域の人たちに
つくっていってほしい」

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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瀬川 然

Feel  The Real　感受性・身体性を
取り戻せる故郷を創る。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

ネビラキ
代表

岩手県 西和賀町

岩手県 西和賀町
出身地

所在地

- 農家
- 木工職 人
- 国交省
など

人団体

万円

豪 雪 地 帯 西 和 賀の自然 が 魅 せる一 瞬 の 煌

きに案内するツアー。錦秋湖の満水期のカ

ヌーツアーや、厳冬期に見られる氷爆ツアー

など。2020 年 夏 に自 宅 を セ ルフリノベー

ションしカフェをオープン。地域の内外をつ

なぎ、ここで 生きる豊かさを模 索する事 業

を展開中。

7

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

2
-

2
-

3
-
-

10

200

Social Entrepreneur SIA 卒業生

自分 達の取り組みが
きっかけで、地 域内で
新しい取り組みが
生まれているか。

- 自信を持って
  紹介できる
  プレイヤーの数

15
人

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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3 .  
S o c i a l  
E n t r e p r e n e u r s

解決を⽬指す東北の社会課題

多様 性と働き方 10

F

11

多様な働き方や人生の選択肢の不足
立場に関係なく、個人の生き方や働き方が尊重されながら多様
な選択肢を実現できる機会づくりに関連する取り組み。

女性の労働人口・所得の低さと機会格差
女性が人生選択において幸せな生き方と働き方を考えられてそ
れを追求できる社会づくりに関連する取り組み。
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渡邊 亨子

「 一 見 無 価 値 な 不 動 産 を 資 源 と し て ク リ
エイティブな人々につなげていくこと」

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

合同会社 巻組
代表社員

埼玉県

宮城県 石巻市
出身地

所在地

リノベした不動産

- ガイアックス株式会社：業務資本
提 携
- 一 般 社 団 法 人 はまのね：共 同プ
ロジェクト
など

人団体

万円

巻組の仕事は、「場所 づくり」「人材プラッ

トフォームづくり」の両輪を回して好循環を

形成すること。そして、その循環をサポート

する様々なクリエイティブ・サービスを提 供

すること。それにより、人口減少の進む地

域を「オモシロイ」場所にして、誰もが「心

が喜ぶ幸せな生き方」を追求できる環境づ

くりを目指します。

そこに 暮らす人 が 価 値を創 造 するために、

無価値に見える不動産を資産化して提 供す

る。

その集積によって、人口減少が進む地 域は

むしろイノベーションを生む土 壌 に生まれ

変わる。 50

160

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

40
-

6
2
2

10
100

50

8000

Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

件
約

関っている
クリエイターの数

200
人

約

大量生産・大量消費社会の在り方を
根本的に変える

　 私 たちのミッションは、 空き家を資 源と

しながら自分らしい幸 せな生き方を切り拓

いていける人材を増やしていくことです。

　震災を機に東京から移住し、石巻市を拠

点に空き家活用や人材 誘致などに取り組ん

できましたが、一方では新築 住宅が大量に

供 給され空き家がどんどん増えていく状 況

に大きな絶望感を味わいました。大量生産

型の社会のあり方を根本的に変える必要が

ある。 そのためには、 クリエイティブ なカ

を持った人たちの存 在が鍵だと考えていま

す。

　 私 たちのもとにやってくる空き家の 多く

は、 ご 両 親の施 設 入 所 や 他 界を機に相 続

された物件です。相 続したものの、子世代

は都市部に出ていて使わない。直すにも壊

すにもお 金 がかかるけ れど、 放っておくと

ボロボロになる。昔は世帯あたりの人 数も

多く大きな家にみんなで住んでいましたが、

現 代のコンパクトな家 族にはあまり向いて

いません。

　また、不動産の在り方も非常に固定的で

す。契 約には何年も縛りがあって、面 倒な

手 続きがあって、35 年ローンで…。こうし

た仕 組みのままでは、人口が減っていくの

にストックはますます増えてしまいます。事

業を進める中で、家族の在り方や地 域への

関わり方が多様化し、不動産の仕組み自体

が変化しないと、空き家資源の活用には至

れないと考えるようになりました。

　Roopt というサービスは、民泊とシェア

ハウスを組 み 合 わ せ た 空き家 活 用 事 業 で

す。例えば普段は東京に住んでいるけれど、

好きな 地 域 がありそこに関わってみたいと

いう人が、トランク 1 つで暮らすことができ

るように基本的な設備を用意しています。

　そもそも賃 貸 契 約というのは 1 日から契

約可能なのですが、ほとんどの事業者は手

間がかかるしリスクもあるので 選 択しませ

ん。しかし、連帯保証制度や審査、2 年毎

の更 新 や 違 約 金などのルールによってとり

こぼしてる層は多いと感じています。Roopt

では、誰にとっても入りやすく出やすい形に

することで、移 住するだけが家族や家の在

り方、あるいは 地 域との繋がり方じゃない

と思ってもらえるような、もっと手軽で柔軟

な仕組みをめざしています。

「等身大の幸せな暮らし」を営む
クリエイティブな人たち

　私たちの会社のおもしろさは、地 域内外

のさまざまな価値観を持ったクリエイティブ

な人たちが、同じプラットフォームにいるこ

とだと感じています。

　クリエイティブな人というのは 必ずしも、

デ ザイン や 製 作をする人で は ありません。

私たちのコミュニティには、漁業と狩猟をし

て暮らす女性ユニット、針 仕事で生計を立

ててる人、 狩 猟しながら現 代アートをする

人など、地 域ならではのお仕事をしつつ自

由に生きてる方が多くいらっしゃいます。

　便 利すぎない暮らしの中で、１人ひとり

が自分のクリエイティビティーに目覚めてい

くのかもしれません。皆さんそんなに所得

は 高くな いですが、 すごく幸 せそうなんで

す。 そんな「 自分なりに幸 せで、 それでい

い」という生き方を発信して、このコミュニ

ティを可視化していくことを大切にしていま

すし、そういった生き方の受け皿になれる

こともまた、地 方の存 在価 値だと思ってい

ます。

　 リモートワークのような働き方がもっと

一 般的になれば、東京でサラリーマンをし

ながら週末は漁業やろうという暮らし方も、

遠い未来の話ではないですよね。

東 北 から、日本を変え、世界に誇 れる
ような企業が生まれる

　多様な人材が 石巻に増えてきたことによ

る地域へのインパクトとして、地元の子ども

たちのキャリアイメージが大きく広がってき

ているのを感じています。

　田舎に住んでるとどうしても、子どもたち

が持つキャリアイメージや考えることができ

る職業選択の幅は狭くなりがちです。でも、

ユニークな生き方を選 択している大 人 たち

と出会う中で、高卒でいいやと思っていた

子たちが「大学進学をめざしてみようかな」

と思えたり、「新卒採 用じゃなくても、いく

つかの会社を手伝いながら生きていけるか

も」とどっしり構えられるようになったりし

ています。 こうした子どもたちの 価 値 観の

変化が、巡り巡って人材の定着にもつながっ

ているように思います。

　私たちはまだまだ⼩さい会社ですが、立

ち上げ当初とは課題 意識が変わってきてい

ます。まずはこの事 業をしっかり拡 大して、

住 宅 業 界に対してインパクトを持てる会 社

になりたい。そのためにも、利益を出せる

ということ、他 地 域 でも展 開できるモデル

だということをしっかり訴えかけていきたい

です。

　東北から、日本を変えられるような、世

界に誇れるような企 業が生まれることはと

ても重要なことだと思っています。そこに対

しても貢献できるようになりたいし、その挑

戦を通じて、心が喜ぶ気持ちのいい暮らし

をクリエイトできる人材が、社会に増えてい

くといいなと願っています。

Interview

移 住 するだ け が 家 族 や 家
の在り方、あるいは地域と
の繋がり方じゃない

地元の子どもたちのキャリ
アイメージが大きく広がっ
てきている

「自分なりに幸せで、
それでいい」という
生き方を発信

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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引地 恵

日本の美しさとの出逢いを創り、
幸せを世界につなぐ

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社 WATALIS
一 般社団法人 WATALIS
代表取締役 / 代表理事

宮城県 亘理町

宮城県 亘理町
出身地

所在地

- 仙台市産業振 興事業団
- みやぎ産業振 興 機構
- 亘理町 ( 名義後 援）
- 宮城県
- 国土交 通省
- 復 興 庁
- 経済産業省
- 農 林水産省
- グリーンコープ 生 活 協 同 組 合 連
合 会
など

人団体

万円

WATALIS は、箪笥に眠る古い着物地をリメ

イクし、再び世に送り出す「アップサイクル」

に取り組むブランドです。

宮 城 県南 部にある亘 理 町の女 性 達 が 着 物

地の色や柄を活かしながら、ひとつひとつ

丁寧に手作りし、長い歴史の中で培われて

きた日本の意匠の美しさに新たな命を吹き

込んでいます。

“ ものを最後まで大切に使い切る ” という古

き良き再生文化を受け継ぎ、縁 起の良い文

様に込められた人々の幸せを願う心を、沢

山の人に伝えていきます。
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アップサイクルの成 果
着 物地回収 量

10440

10256
377

kg

人

法人

地元にも自分自身にも
自信が持てなかったあのころ

　私は大学卒業後、大日本印刷という企業

に入社し、当時 女性の総合職として初めて

東北に配属されました。職場は男性たちが

夜中まで働いているような環 境で、女性の

先 輩もいなかったので、楽しかったけれど

ずっと仕事を続けていけるかは疑問でした。

ちょうど地 元の 役 場で 新しく建てる資 料館

の 募 集 があり、 大 学 時 代 には 教 員 免 許 や

学芸員などの資格を取得していたので、そ

れを機に転職し公務員になりました。

　実は私、昔から地元である亘理町のこと

があまり好きではありませんでした。 田 舎

で、閉 鎖的で、キラキラ輝いてるものがな

くてかっこ悪いなと思っていたし、 仙 台 の

高 校に通うころにはその 差をすごく感じて

いました。 何よりそういう地 域 で育った自

分 自身 に 対して自 信 が 持 てませんでした。

自分を変えたくていろいろやってみたけれ

ど、 世の中にはもっとすご い人 がたくさん

いて。仕事もかなり頑張っていたのですが、

いつまでたっても自分を肯定できない 感 覚

がありました。誰かに手伝ってもらうのも得

意ではなく 1 人で抱え込んでしまいがちで、

一 時は休 職せざるをえない状 態にもなりま

した。

　もっと自信を持ちたいと思って心 理 学な

どを勉強し、ポジティブな考え方やものの

見方のトレーニングをして、ようやくできる

ようになってきたかなと思えたころに震 災

が起きました。極限状 態の中、体験したこ

とのない状 況にさらされ 心 身ともにハード

で、せっかく自分を変えられたのにまた戻っ

てしまったように感じました。 震 災の 後 に

父 が病 気で亡くなったことで 消 化しきれ な

い気持ちが溢れてしまい、いくら理 屈で前

向きにやればいいと分かっていてもできませ

んでした。

地元の素敵なおばあちゃんに
人生のヒントを教えてもらった

　当時は資料館の学芸員として町の民俗史

を調べるフィールドワークをしており、ある

とき地元の元気で明るいおばあちゃんに着

物 地でつくられた巾着袋を見せてもらいま

した。「昔は農作業をするときに履くもんぺ

を忙しい春になる前に、夜なべしてつくった

り直したりするのが女の人の 仕事だったの

よ。 もん ぺは 着 物 地 で つくるのだけ れど、

そのときに出る端 切 れを使ってこういう巾

着袋をたくさんつくっておいて、お礼をする

ときには自分でつくったお米を入れてありが

とうと渡していたのよ」と教えていただきま

した。

　 いつも楽しそうに 暮らしているそのおば

あちゃんの話に、 生き方のヒントを見 た気

がしました。巾着袋をたくさんつくって貯め

ておくというところが、自分にありがとうと

感 謝する場面が 訪れるのを予 知してるよう

な、与 祝の考え方だなと思いました。その

方はきっと、ありがとうというまなざしを携

えて毎日を生きていて、 だからそういう場

面にもたくさん出会えるし、形にしてありが

とうの気持ちを渡すからいただいた方も嬉

しくて、 また次のありがとうが 訪 れる。 そ

の方の人生にはそんな「ありがとうの循環」

があるのかもしれないと思ったときに、もう

1 回自分を立て直そうという気持ちになれま

した。

　 その 後、 調 査 活 動 で呉 服 店を訪 れた際

に着物地をいただいたので、あの巾着袋を

再 現してみたいと思い、最初は 本当に自分

のためにつくりはじめました。そこからもっ

とたくさんの人に知ってほしくてデザインを

アレンジしたり、 縫い方もプロの先 生に教

わったり、そのうち一緒にやってみたいとい

う仲 間も増えてきて、手 仕事のプロジェク

トのような形でスタートしました。

地域のお母さんたちの声をもとに
在宅ワークのモデルを形に

　始めは任意団体でしたが、役 所を辞めて

1 年 後には社 団 法 人化して、 ビジネスコン

テストでも賞をいただくようになりました。

その後、地 域の資源を私たちの手でアップ

サイクルして価値を高め世の中に出していこ

うと株式会社 WATALIS を立ち上げました。

こちらでは 着 物 地のリメイク雑 貨の製 造 販

売、地元の農 産 物などを加工したスイーツ

類の開 発・販 売などに取り組 んでいます。　

震 災 以 降 若 い世 代 が 町から出て いってし

まったため、緩やかに高齢化が進んでおり

地 域の 行事なども減ってしまったので、 社

団法 人で運営するカフェでは世代間交流が

できるワークショップ などを開 催していま

す。

　活動を続けていく中で、特に地 域のお母

さんたちの「 家に持ち帰ってできる仕事が

欲しい」 という声に気 がつきました。 震 災

を体 験しているから、 遠くに働きに出るの

は何かあったときに連 絡が 取れ なくなった

りするのが 怖いし、 子どももまだ⼩さいか

ら短時間勤務しかできないという人が 結 構

いたんです。当時 在宅でできる仕事は特別

な PC スキルなどがないと難しく、レジ打ち

などのパート職は震 災で事業 所自体が減っ

ていたので厳しい状 況でした。そこでアト

リエを設け 着 物 地リメイクの 制 作 キットを

用意し、在宅でできる仕事をつくりました。

決まった曜日にできた分をお持ちいただい

て検品し、月締めで制作費をお支払いする

スタイルです。在宅で自分のペースで働くこ

とができ、一 緒に勉強会をしたり納品に来

たとき顔を合 わせたりする仲 間もできるモ

デルができました。

　今後は、愛着を持って着 物を大 切にして

こられた世代から、日本の貴重な文化技術

が 詰まったお着 物をお 預かりして洋服など

身にまとうものにリメイクすることにも挑 戦

していきたいです。

　また、地 域の使っていない農地などを活

用して新しい 価 値を生み出したいと考えて

います。担い手が減り、昔は大事な資産だっ

た農地が使われていない風景が、タンスに

眠ってる着 物 地に似てるなと思ったことが

きっかけです。農 地再生の他にも養蜂など

新しいプロジェクトは増えているのですが、

どうしても人手が足りていません。全部 1 人

で、組織単独で抱え込むのではなく、信頼

し合って一 緒に進めていく企 業・団 体との

パートナー関 係 が広 がっていくといいなと

思っています。

Interview

人生にはそんな
「ありがとうの循環」が

あるのかもしれない 在宅で自分のペースで働く
ことができ、一緒に勉強会
をしたり納品に来たとき顔
を合わせたりする仲間もで
きるモデル

関係 人口
- 着 物提 供 者 - 支援者
- 顧客 -WS 参加者など

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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高橋 知良

「一人にひとつをありがとう」の
商品づくり

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

株式会社 バンザイファクトリー
一 般社団法人 レッドカーペットプロジェクト
代表取締役

岩手県 紫波郡矢巾町

岩手県 陸前高田市
出身地

所在地

- 陸 前 高 田 市ユニ バーサル 就 労 支
援センター
- 陸前高田市 B 型 就労継 続支援
障がい者施 設、きらり
- 大 船渡市 一 般 社団法 人みらい就
労継 続支援 A 型ポプラ
- 社 会福祉法 人　大 洋会就 労継 続
支援 B 型事業 所 星雲工房
- 労 継 続 支 援Ｂ型 事 業 所エクセル
シオール
- 特 定 非 営 利 活 動 法 人ワーカーズ
コープ
- 東 京都日野市　 社 会 福 祉 協 議 会
関連 施 設　5 ヶ所

人団体

万円

岩手三 陸 の 地 場 産 品を使 い、 創 意 工 夫で

商品を開発し製造しています。「ありがとう」

を伝える商品づくりを目指しています。 

感 謝の 気 持ちを伝えられる物を創りたい。

弊 社 の 商 品 は 全て自 社 工 場 で 製 造してお

り、「 椿 茶」 の 仕事は福 祉 施 設さんとの連

携し、三陸沿岸地域から葉の採取、そして

一次 加 工を行 い 弊 社 が 1Kg を 2,000 円で

買取しております。

また、 一 般 社 団 法 人レッドカーペット・プ

ロジェクトでは、被 災した未活用土地で椿

の継 続的な植樹活動とメンテナンスを実 施

しています。

2011
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Social Entrepreneur ココロイキルヒトリーダーズ

被 災 土地に
関わってくれた
人の数

3000
人

約

他にない商品を作る
オンリーワンの世界を創る

10
商品

衰退していく日本の伝統工芸産業に
テクノロジーで変革を

　 私 は、 岩 手 県 の 生まれで す。 日 本 の 伝

統 工 芸と言 われ る南 部 鉄 器 や 輪 島 塗 など

の漆器、そして漆を塗る前の器の木 地のう

ち 70％が岩手で生産されていたものだと知

り、そのような伝統工芸産業が急速に衰退

している事 実を受けて、2006 年に バンザ

イファクトリーを創業しました。

　 当時、 伝 統 工 芸 の 特に 木 工 関 係では 三

次 元コンピューターやテクノロジーが 殆ど

活 用されていませんでした。 そこで、 研 究

開発を行い、1 人ひとりの手の握り方をコッ

プに彫る切削技 術を発 明して「我 杯」とい

うオーダーメイドの木 製カップをリリースし

ました。そのプロダクトの売 れ行きが順 調

に伸び ていき、2009 年には田 沢 湖という

隣町の湖畔に工場を建てました。

　2011 年に起こった東日本大 震 災を機に、

自分には何ができるだろうかと考え、 やは

り被災地で仕事を生み出すこと、それもサー

ビス業やそこにいる人口を相手にする商売

ではなく、地 域の素 材を生かしたプロダク

トを生み出すことだと強く思いました。

　震 災後の 2012 年、陸前高田に引っ越し

て家を建 てました。 地 域 の 資 源を使って、

地 域発のプロダクトをつくれば 強い雇 用を

生み出せるという考えのもと、10 年を一区

切りとして、最初の 数年は商品開 発をする

ための素材を探すことに費やしました。

日本原産である椿をみんなの手で
三陸地域のプロダクトにする

　震災直後に被 災地に入って、素材 探しを

する人はなかなか居ませんでしたのでさま

ざまな困 難 がありました。 たまたま会社で

働いていた方が、被 災された大船渡・陸前

高田で唯一の精 油 場に嫁がれていたので、

そこを復興させようと皆で考え椿を取り入れ

た商品開 発に取り組みました。そのように

して一番最初につくったのが、「三陸星椿麵

（パスタ）」で、当時、仮設住宅にいらした

8 名の方々と開発・販売をしました。

　陸前高田市の花でもある椿についてさら

に徹 底的に調べてみると、いろいろな発見

がありました。たとえば椿は日本が原 産 地

で、 国 内では高 級ブランドとしての認 知は

あまりないのですが、 海 外だとそのイメー

ジが非常に強いそうです。ある大手企業が、

過去に 2 回椿茶の開発に挑戦していた背景

や、それでも失敗してしまった理由も分かり

ました。

　 その 後、 復 興 支 援 に 来られていた 数々

の大学と連携して椿の群生調査を行い、大

船渡の椿が地 域 資 源として量と質ともに適

していること、三陸地 域には猛毒な茶毒蛾

（ちゃどくが）が生息していないため安全に

椿を採 取出来ることがわかりました。 この

椿を『強い雇用を生み出しうる地域の素材』

として、 その 後 も 研 究 開 発 を重 ね、2015

年の春に「椿茶」をリリースしました。

　この椿茶の生 産には、ひきこもりの課題

解 決をめざして活 動している「 陸 前 高田 市

ユニバーサル就労支援センター」をはじめ、

知 的 障 がい 者支 援 施 設や身 体 障 がい 者支

援 施 設など計 7 つの施 設でさまざまな方々

に関わっていただき、一次作業をお願いし

ています。一次作業では、海岸に近い場所

から自生椿の⼩ 枝を採取し、作業場でハサ

ミを使って一 枚一 枚 葉を 切り取ります。 東

京都の施設さんには、バンザイファクトリー

が椿枝を採取して送付しています。こうして

⼩ 枝の 採 取から葉の切り取りまでをしてい

ただ いた 椿 葉を、1 キロ当たり 2000 円 か

らの変 動 価 格 制でバンザイファクトリーが

買い取っています。

　このような連携は社 会貢献を意図して始

まった取り組みではなく、震 災の復 興工事

がひと段落ついたころに、施 設の方からお

声が けをいただ いたのがきっか け でした。

私たちは事業の観点から、自社で人を雇っ

て椿 葉を採取するより品質も効率も良い状

態 で入手できるだろうと考えてスタート価

格をお伝えしたのですが、それが従来の施

設で請け負われている仕事と比べて数段高

い価格だったそうなんです。我々としても大

変ありがたく、 施 設の方々や 利 用者とその

ご家族の方々にも喜んでいただけるような、

非常に良い連携が生まれました。

災害を生き延びた日本最古の
椿とともに「ありがとう」を
伝えつづける
　

　 岩手県 大 船 渡 市には、 県の天 然 記 念 物

にも 指 定されて い る 樹 齢 1,400 年 の三 面

椿があります。日本最大・最古の椿なので、

世界で最も古い椿だとも言えるでしょう。そ

んな大木が、ここ大船渡にあるのです。

　私たちがはじめた「レッドカーペットプロ

ジェクト」は、被 災地に椿を植える活動で

す。被 災した土地は 本来、植林には適して

いない土地のため、植えても植えても死ん

でしまう椿の木が多く、今でもとても苦労し

ています。それでも大 変ありがたいことに、

地 域資 源としての価 値を理 解し、災害にも

負けず深く深く根を張る「三陸 椿 物 語」に

ご賛同いただいて、地域の学校や施設とと

もに椿の植樹を支えてくださる企 業や寄 付

者の方々が増えています。

　 多くの方々の 手によって育てられた椿を

再び施設の方々が採取し、私たちが買い取

ることで商品の加工につなげ、地 域の資 源

を生かした強い雇 用を広げることができま

す。

　 難 易度 が 高け れ ば 高いほど感 動 は 大き

いので、その感 動を皆さんと分かち合いな

がら、これからも椿 のマークとともに地 域

内 外 の 皆さん へ「 ありがとう」 を伝える商

品づくりをしていきたいと思っています。

Interview

地域の資源を使って、
地域発のプロダクトを
つくれば強い雇用を
生み出せる

地域の学校や施設と
ともに椿の植樹を
⽀えてくださる企業や
寄付者の方々が
増えています。
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高橋 真一

す べ て の ひ と が だ れ か を 助 け、 だ れ か
に 助 け ら れ な が ら 自 分 ら し く 働 き 続 け
られる社会。 - わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

アミークス株式会社 アミークスゾーエン事業部
代表取締役

宮城県 本吉郡南三陸町

宮城県 仙台市
出身地

所在地

- 宮城県内の支援機関・医療機関
- 全国の企業・個人事業主

人団体

万円

私 たちは仙 台市を拠 点に 主に 精 神 疾 患や

発達障害を抱える方の社会復帰、社会とつ

ながる場づくりとして、2 つのコンセプトの

事業を展開しています。

1 つは家の外で活動する場、「アミークスカ

レッジ仙台」。コミュニケーションの練習や

学習、就 職 活動支援を提 供しています。東

北 では 数 少ない 訪 問 支 援も行っています。

もう 1 つ は 働く場 所「 アミークス ZOEN」。

短時間でもはたらきたい、自分ができるこ

とを見つけたいという方に企業から弊 社が

会社を請け負い、取り組んでいます。

6

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-
-

6
-
-
-
-

-

216

Social Entrepreneur SIA 卒業生

受益 者数

42
人

作業者への
賃金支払い額

410
万円

復興と
産業発展

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

高橋 そのみ

女性が ICT スキルとコミュニティを通じ
て自立して自分の人生を決められる社会
の実現。 - わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

Sonomit y
代表

新潟県 新潟市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

実際に仕事を
請け負うように
なった人 数

- 一 般 社団法 人
コード・フォー・仙台
- 一 般 社団法 人
1mm イノベーション

人団体

万円

「ICT スキルとコミュニティで女性の人 生を

自由に！」

自立を目指す女性たちに ICT の講座やセミ

ナーなどの機会を提供しています。

2020 年 の 春 にスタートしたため、 ほ ぼ 全

てがオンライン開催となりましたが、

距 離という壁を超えて多くの女性たちに学

びの機会を届けています。

3

8

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-

1

1
6
-
-
-

2

100

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

講座を受講した人 数

70
人

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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Social Entrepreneur SIA 卒業生

石頭 悦佐々木 祐子

世の中のもったいないを織り成し、
もっとこころゆたかな社会に。

ひとりひとりが自信をもって
暮らせる社会を東北から。

- わたしが大切にしているインパクト- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算- 年間予算

- 参画している仲間の数- 参画している仲間の数

- 連携団体- 連携団体

株式会社 幸呼来 Japanゲストハウスひととき（個人事業）
代表取締役オーナー

山形県福島県 郡山市

岩手県 盛岡市福島県 西会津町
出身地出身地

所在地所在地

弊 社の取り組みを
広く知ってもらう。

学生インターンの
受け入れ人 数

- 及 源 造株式会社
- ㈱ 金入
- アシックス商事 株式会社
- 株式会社 MOON SHOT
- ハンディクラフト　穂のか
- 京屋染 物店
- 有限会社　井上企画
- 株式会社 MAYA SUS TAINERGY
- 公益 財団法 人いわて産業振 興セ
ンター
- 盛岡商工会議 所
- 岩手県中⼩企業家同友会
など

- 西会 津町（移 住・定住 PR 等）
- 会 津 地方振 興 局（会 津チャレンジ
ライフ・地 域コーディネーター）
- 福島県商工労働部商業まちづくり
課（ふくしまみんなの空き家大学）
- 福 島 大 学：キ ャリア 講 義（2019
年から毎年）

人人 団体団体

万円万円

岩手県盛岡市の伝統工芸「裂き織」を新し

い産業として育み、地 域の雇用と障がい者

の働く場所の創出、彼らの能力の発 信を目

的として運営しています。裂き織は古布を細

く裂いて織り直し布として再 利 用した生 活

織物です。

「もったいないを、もっとゆたかに」をモッ

トーに、現代のニーズに合わせ、アパレル

メーカーや企 業から出るあまり布を弊 社で

裂き織にしてお戻しし、新たな価 値のある

商品にして市場に流通させる仕組みを作り、

取り組んでいます。

ゲストハウスひとときは人口 5800 人の福島

県西会 津町に 2018 年に開業した⼩さな宿

です。「ひとりひとりが自信をもって暮らせ

る社 会を東北 から」をヴィジョンに、宿そ

して併 設のカフェバーを舞 台に地 域の方か

ら学生インターンまで、それぞれの「やって

みたい」の一歩を踏み出すきっかけを生み

出しています。

2021 年からは学生インターンの受け入れを

開始し、暮らしをともにしながらローカルで

の 暮らし方・生き方を町の方やゲストとの

交流・対話を通じて学ぶ機会の提供を行っ

ています。 2121

47132

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

6
3

6
2

18
2

10

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-

100

2
-
-
-

30

454

3800200

Social Entrepreneur SIA 卒業生

媒体 (2019~)人

裂き織を 通して 障 が い のある方の
力を知ってもらう。
累計取引企業 数

98
社

一歩を踏み出す人の数

3
人

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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吉村 尚子

自分のシアワセは、
自分で定義できる世界。

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

SRUST
美術作家・可変態ユニット [SRUST] 門番

東京都 町田市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

千 差 万 別 な 価 値 観を 発 掘・収 集・
発 信するイベント・ワークショップ・
制作物公開等の実 施 数

- 一 般 社団法 人
ワンエムイノベーション
- Sonomit y
-  数学ユニット [SRUS T ]
-  Proceed Music  Store
-  Sound Maneuvers
-  個人アーティスト
- 福祉サービス従事 者
- ギャラリー
- 商店 街
など

人団体

万円

SRUST は、千差万別な価値観を発掘・収集・

発信することを目的に活動しています。

「 世 間からの 価 値 観の 押し付け」 が 多くの

人の 生きづらさの原 因となっていることを

社 会課 題と捉え、それを解決することを目

指しています。

アート、 音 楽、 数 学、 オンラインスキルな

どのワークショップやイベントの実 施など、

多角的に事業を展開。

文化や学びを通じ、「知ること」「考えること」

「試すこと」を楽しみながら、「オリジナル

なシアワセ」を模 索するための場を提 供し

ています。 93

23

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-
-

5

-
8
-
-

10

19

200

Social Entrepreneur SIA 卒業生

件

事業を通じて
「 オリジナルなシアワセ」 について

考えた人の数

453
人

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実

浜出 理加

女性のカラフルな感性が
世界を HAPPY に！

- わたしが大切にしているインパクト

- 年間予算

- 参画している仲間の数

- 連携団体

一 般社団法人 ワンエムイノベーション
代表理事

北海道 函館市

宮城県 仙台市
出身地

所在地

イベント・グループリフレクション・
雑談会 参加者延べ人 数

- NPO 法 人シングルマザーズシス
ターフッド
- Japanese Women’s  
Leadership Ini t iat ive（JWLI）
- 米日財団
- ( 公財 ) せんだい男女共同参画財
団
- NT T 東日本 宮城事業部
- INTIL AQ 東北イノベーションセン
ター
- 株式会社ユーメディア
- 株式会社グリーディー
- SRUS T
- sonomit y

人団体

万円

私たちは女性が幸せに働き、生きるための

選 択 肢を増やすことを目的に活動をしてい

ます。

特に地方において、様々な格差の影響で社

会的に不利な立場に陥りやすい女性へ「学

ぶ 場 所」「 コミュニティづくり」「 経 済 的な

自立」を支援しています。

今の時代にマッチした柔軟な働き方や新し

い仕事の選 択 肢を増やしていくことを目指

しています。

100

5

従 業員
業務 委託
アルバイト
プロボノ
ボランティア

域外域内

-
-
-

2
-

-
3
-
-
-

10

370

Social Entrepreneur SIA 卒業生

人

ウーマンテックエンパワメント
プログラム参加者と
最 終発 表参加者

60
人

復興と
産業発展

若者の
希望

地 域の
社会資本

多様性と
働き方

子育て
環境

社会 • 障害
福祉の充実
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社会にポジティブなインパクトを与えようと志す人々です。

東北の社会起 業家たちによって紡がれる物語とつながり

こそが、" 生きたインフラ " となり、次なる新しい変⾰の

支えとなっていくでしょう。

　日本はいままさに、人口減少や少子高齢化などさまざ

まな社会課題を世界に先んじて経 験しています。課題先

進国で挑 戦を続ける東北の社 会 起 業 家たちの実 践 から

は、持続可能で豊かな社 会の在り方のヒントが 詰まって

いるのではないでしょうか。

　本レポートでは、10 名のココロイキルヒトリーダーズと

22 名の SIA プログラム卒業生に実施したアンケートとイ

ンタビューの内容をまとめています。

　冒頭の IMPACT Summar y にある「数字で見る東北の

社 会 起 業家」では、それぞれの社 会 起 業家が解決をめ

ざす 社 会 課 題について、 複 数 回 答で重 要 視している課

題の割合を示しています。複 数回答といたしました理由

は、社会課題が画一的・個別的なものではなく、有機的

に結びついていると考えられるためです。ココロイキルヒ

トリーダーズと SIA 卒業生の傾向を見ると、前者が復 興

と産業発展に重点を置かれており、後者は多様性と働き

方に取り組まれている割合が高いことが見受けられます。

東日本大 震災から 11 年経ち、被 災地 域に根 差した地 域

資源の発掘・事業化を中心とした「復興」から、人口減

少 や少 子高齢 化など日本全 体 が 抱える課 題 領 域へと着

眼 点が 移りつつあり、そうした必 要性にも応じる形でイ

ノベーションを起こそうと奮闘する社 会 起 業 家たちの変

化も読み取ることができます。

　定 量的な評 価においては、ココロイキルヒトリーダー

ズ、SIA 卒業生ともに、官公庁・地方自治 体と密に連携

して公 的 資 金を活 用した社 会 的 事 業の展 開が 行 われて

いることがわかります。補 助金・助成金に対する民間資

本 の 割 合 は、SIA 卒 業 生 で 高くなっています。 これ は、

ココロイキルヒトリーダーズの活 動歴（平均 8.9 年）が、

SIA 卒業生（平均 4.5 年）の倍であることを考えると、近年、

より一層の民間資本がソーシャル・イノベーションに投下

される傾向にあると捉えられます。

　「東北の社 会 起 業 家が見る数字」では、32 名の回 答

者がどのような指 標を自身のインパクトと紐づけて追っ

ているかが記載されています。ここでは、売上や経常利

益という指 標 ではなく、 事 業の 持 続 可能 性や 組 織 内 外

の受益者に関連づけられたさまざま指標が置かれていま

す。それぞれの指標に着目することにより、事業の持続

可能性を追求しつつ、事業を通して社 会にもたらされる

インパクトに重きをおいて活動されていることがわかりま

す。社 会 起 業 家の特 徴は、複 雑に絡み合う社 会の課 題

を構 造化して自身の事業に落とし込み、それがどれくら

い解決に貢献できているかを常に確認しながら、持続可

能な事業の実践を通じて社会のステークホルダーに変⾰

を促すところにあります。本レポートにご協力くださった

ココロイキルヒトリーダーズと SIA 卒業生の計 32 名はま

さに、社会的インパクトの追究と活動の持続性担保の両

立を実現されている、真の社会起業家と言えるような方々

です。

　本レポートでは、東北の社会 起 業家たちが、どのよう

な状 況にいる、どんな人たちに対して、事業を通じてど

のような影 響を及ぼしたいのかについて詳細に取り上げ

ています。多くの場合において、イノベーションという言

葉 からは、AI や IoT をはじめとした IT 技 術 ⾰ 新に関す

る内容が想起されますが、ソーシャル・イノベーションは

People Based な ( 人を中心に置いた ) ⾰新と言えます。

ソーシャル・イノベーターたちは、それぞれの地 域にあ

る資 源を生かし、地 域に生きる人々の想い、生き方、立

場に配慮しながら地 域外のさまざまな資 源とつなぎ合わ

せることで、セクターの垣根を超えた新しい連携を生み

出しています。彼・彼女たちは常により良い未来をまなざ

し、時と場 合によっては事業の広がりではなく深みを追

求し、一歩一歩進む中で得たノウハウをも分かち合って

" 生きたインフラ "  
東北の社 会 起 業 家が  
育み支える社 会

「復興」から、
人口減少や少子高齢化など
日本全体が抱える課題領域へ

近年、より一層の民間資本が
ソーシャル・イノベーションに
投下される傾向にある

地域にある資源を生かし、
地域に生きる人々の想い、
生き方、立場に配慮しながら
地域外のさまざまな資源と
つなぎ合わせる

東 北 社 会 起 業 家 が 生み出すインパクト
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　東日本大震災は東北大学が研究機関として、そして研

究者が研究者としてのアイデンティティを考え直すきっか

けでした。私はもともとコンピュータービジョンやバイオ

メトリクスなどと呼ばれる生体 認証を専門としています。

現在、世界中で取り扱われるデータの量は膨大で、ゼタ

バイト (ZB) という日常では聞き慣れない単位のデータ量

になっています。また、東北 大学に設 置されたバイオバ

ンクである東北メディカル・メガバンク機構では 10 ペタ

バイト（PB）を超える生体データを扱っています。一方、

震災後、亡くなられた方の身元確認のため被災地で歯科

医師ボランティアの方々と共に歯 科データによる調 査 体

制をつくりました。 身 元 確 認に使 用したのは 32 本の歯

を示すたった 12 バイトのデータでしたが、 その 社 会 的

インパクトに衝 撃を受けました。データの取り扱いには

私自身慣れていると思っていたのですが、社 会における

データの量と質、そのデータが持つ本質的な価値は軸に

よって変化するということを思い知ったのです。そのとき

の経験から、大学は社会課題やグローバルイシューをは

じめとした、人 類にとって重 要な課 題を解決するプラッ

トフォームになっていくべきだと考えるようになりました。

自分たちが社 会のために何ができるのだろうかと、日々

問い続けています。

　2015 年に、大 変重要な三大国際アジェンダが発 表さ

れました。1 つ目が、国連で採 択された『持 続 可能な開

発目標（SDGs）』 です。2 つ目は、 第 21 回 国 連 気候 変

動 枠 組 条 約 締 約国会議 (COP21) で採 択された『COP21

パリ協定 』。3 つ目が、仙台で開 催された第 3 回国連防

災世界会議で採 択された『仙台防災枠組 』です。この 3

つ目の枠 組みで、①災害リスクの理 解、②災害リスクの

管理、③レジリエンス向上のための防災投資、④十分な

備えとビルド・バック・ベターという 4 点が優先行動とし

て社 会 全 体に認 知され、”BOSAI” が世界 共 通言 語にな

るきっかけとなりました。

　こうした世界的な流れの中で、東北大学では東北大学

震災 10 周年シンポジウムを通じて、震災時の緊急対応、

回復を後押しする一人一人の取り組み、復 興に向けた重

点研究の推進と社会実装という 3 点について整理いたし

ました。 また、『 復 興アクション 100 ＋』 という提 案 型

プロジェクトの実践からは、東北大学構成員が自発的に

取り組んできた災害復興への努力が顕著に感じられまし

た。震 災を機に、自分自身の研究がどのようにして社会

のために活用できるかということを、研究者自らが考える

ようになっていったのです。復 興のための重 点研 究の推

進と社会実装に向けたさまざまなプロジェクトが、こうし

たひとりひとりの意志によって、現在に至るまで続いてい

ます。

　研 究から生まれるイノベーションを支える場としては、

他にも、2012 年 4 月に設 置された「実 践 型防災学」の

創成を目指す文理融合型研究所の災害科学国際研究所、

「地 域イノベーションを駆動する人材育成」を目的とした

地 域イノベーションプロデューサー・アドバイザー塾、仙

台市との協働のもと、「超現 場主義の産官学連 携を通じ

た社会貢献 」を目的とする IIS( 情報 知能システム ) 研究

センターなどがございます。

　これら数々のプロジェクトによって、”BOSAI” への意識

が 高まったアカデミアの目線と、科 学・学術の目線が 織

り混ぜられた社 会 課 題 解決の種が生み出されています。

ただし、 この二者の目線 だけでは、 技 術中心の 社 会 課

題解決となります。仙台市と共に取り組んでいるスーパー

シティ構 想では、 技 術中心の課 題 解決から人 間中心の

課題解決に移行することを掲げています。社会と科学の

接 点が 拡 がり、 それぞれ の立 場で、 価 値を最 大 限 発 揮

できる役割を全うすることによる共創の実現が理想です。

そのためには、市民の皆さんの目線が最も大切となりま

す。社会起業家の皆さまの活動を大学が後押しさせてい

ただくことで大学のサイエンスを市民につなげていき、こ

のスーパーシティ構想を通じて共に社 会 変⾰を起こして

パートナーとして、これからもご一緒させていただけるこ

とを心より楽しみにしております。

震災から 10 年、 
科学は課題解決に 
貢献できたのか？
仙台ソーシャルイノベーションサミット 2022 キーノートスピーチより

抜粋

自分自身の研究が
どのようにして社会のために
活用できるかということを、
職員自らが考えるように

仙台市と共に取り組んでいる
スーパーシティ構想では、
技術中心の課題解決から
人間中心の課題解決に移行
することを掲げています。

「超現場主義の
産官学連携を
通じた社会貢献」

東日本大震災は東北大学が
研究機関として、そして
研究者が研究者としての
アイデンティティを考え直す
きっかけでした。

青木 孝文

東北大学
理事・副学長
企画戦略総括担当
プロボスト
CDO

1997 年に東北大学大学院工学研究科 電子

工学専攻 博士課程修了。2002 年より同大

学の大学院情報科学研究科の教授に就任。

コンピュータ工学、画像工学、生体認証（バ

イオメトリクス認 証 ）、 歯 科 的 個 人 識 別 技

術、暗号とセキュリティ、分子コンピューティ

ングの領域を専門とし、東日本大 震災では

宮城県警および歯科医師会と連携し亡くな

られた方の身元確認の支援活動に従事。
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4 .  
E p i l o g u e

　本レポートに掲載されている 32 名の社 会 起 業 家とそ

れぞ れが 連 携されている地 域 内 外 のステークホルダー

をご 覧 い た だくと、 ソー シャル・イノベ ー ション の エ

コシステム が 着 実 に 構 築されていることがわかります。

INTILAQ 東北イノベーションセンターでも、2017 年から

SIA プログラムを企 画 運営しながら、 これまでに 5,000

名以 上のイベント／ワークショップの参加者を受け入れ、

100 名以 上の社 会 起 業 家の伴走 支 援を行い、200 名以

上のプロボノや大企業 人材とつなげるなど実績を残して

きました。

　一方で、2020 年からの新 型コロナウイルス感 染 症 拡

大をはじめとして、社会が直面する課題は増加、複雑化

を続けており、それらの課 題を身近なところから解決す

る社 会 起 業家の重要性は益々高まっています。ソーシャ

ル・イノベーション・エコシステムはまだまだ発展の余地

があり、社会起業家同士の連携のみならず、全国の個人・

組 織がそれぞれの立場から、ソーシャル・イノベーショ

ンに関わることのできる体制づくりが求められています。

　そのためには、それぞれの社 会 起 業 家が 追 求する社

会的インパクトが見える化されるだけでなく、ひとつひと

つの課 題がどのくらい解決されているかなどをデータに

基づいて整えていく必要があります。データベースを構築

することにより、それぞれの地 域における社会課題の現

状や社会 起 業家の実績とインパクトが客観的に分かりや

すく表現できるだけではなく、地域や課題に対して同じよ

うな想いを持つ仲間たちが参画しやすい環境を実現する

ことができます。

　こうした環 境の実 現に向け、SIA プログラムを主催す

る仙台市、そしてプログラムにご参画いただいている官

公庁・地方自治 体・金融機関・パートナー企業などすべ

てのステークホルダー皆さまとの連 携をこれまで以 上に

深め、ソーシャル・イノベーション・エコシステムのさら

なる発展に寄与できることを願っております。

現 状の課 題と  
今後のアクション
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　弊 社 団が 仙 台市とともに本 格 的に社 会 起 業 家の支 援

を開始して 5 年以上が経過しました。これまでに、起 業

家イベントやワークショップを通じてのべ 10,000 人以上

の方々と接し、全国から集まった 300 名以 上の登壇者、

支援者、講師やメンターの方々のご協力やご参加を得て、

社 会 起 業 家アクセラレータプログラム（SIA プログラム）

を中心に 100 名以上の仙台 · 東北の社会起業家の育成、

支 援を行なってまいりました。そのインパクトは、仙台 ·

宮城を中心に、東北 6 県に広がっています。

　 近 年、SDGs への 注目等、「 ソーシャル」 の重 要性 へ

の認識が日本国内でも高まる中、震災後 10 年が経過し、

私どもの支援活動も 5 年を超えてきたこのタイミングで、

これまでの東北の社会起業家たちの活動や成果を整理、

可視化し、東北内外に共有させていただくべく、本レポー

トの作成をいたしました。作成にあたりご協力をいただ

いた社 会 起 業 家の皆 様、並びに仙 台市含めた行政や支

援機関 · 団体の皆様に、まずは心より御礼申し上げます。

なぜ東北の地で多くの
社会起業家が生まれるのか？

　私自身も、元々縁もゆかりもなかった立場から、東日

本大 震 災の復 興支援をきっかけに東北に入り、そして今

でも活動を続けている 1 人です。なぜ東北の地で多くの

社会起業家が生まれるのか？、この質問に、何度も向き

合ってきました。

　恐らくその最もシンプルな回答は、「そこに課題がある

から」 です。 この 10 年 の東 北を振り返ると、 人 口 減や

少子高齢化など、日本の地方共通とも言える社会課題が、

東日本大震災を経 験した東北の地でより深化を続けまし

た。実際に、2010 年から 2040 年の東北 地方の人口減

少率 平均は 26.5％と、全国平均の 20.3％を大きく上回

るほか、2025 年における東 北 地 方の 65 歳 以 上の人 口

割 合平均も 35.1％と、全 国平均 32.4％を上回る見 込 み

です。震 災からの復旧・復 興という課題に加えて、これ

ら社 会 課 題が全国の地 方に先んじて東北で 深 化し、さ

らに 2020 年から急速に広がった感染症の拡大が、これ

ら社 会課 題をさらに複 雑 化させる大きな要素になりまし

た。

　ただし、もちろん課題があるだけでは、起業家は生ま

れません。ましてやその課題が、複雑に要因が絡み合っ

ている上に、 解 決 のためのお 金の支 払い 手も不 明 確な

社会課題であればなおさらです。

　 ここ東 北 では、 主に 2 種 類 のル ートで多くの 社 会 起

業 家 が生まれました。 東日本 大 震 災からの 復 興 支 援 活

動をきっかけに東北の外から入ってきた社会起業家たち、

さらに 地 元で 震 災を経 験して「 地 域 のため、 社 会 のた

め」という価 値 観をより強くし、自ら立ち上がった東北

生まれの社会起業家たちです。両者に共通するのは、経

済的価値よりも、社会的価値をより重要視する姿勢、つ

まり、何より自らが取り組む地 域や社会の課題解決に繋

がっているかどうかを第一に考え、行動する「あり方」で

す。この「あり方」に、多くの仲間や支援者たちが共感し、

その共感の輪が、彼ら · 彼女らの活動の大きな推進力に

なりました。実際、毎年ハーバード · ビジネス · スクール

の学生たちがボストンから東北に足を運 ぶのも、まさに

この「あり方」（＝ Being）を身を以て感じるためでした。

社会起業家が生まれ、育つ
「エコシステム」構築に向けて

　このような社会起業家たちは、自然に生まれ、育ち続

けるのでしょうか？

　そうであれば理想的だと思う反面、「自然に」というの

はとても難しいだろうなと感じるのが本音です。社 会 的

価値だけでは組 織や活動を継 続させることはできないで

すし、だからと言って経 済 的 価 値を求めすぎるとそもそ

もの「あり方」から外れてしまう、そのバランスを取る難

易度が極めて高いからです。本レポートでは、そんな社

会 起 業家たちの「リアル」を、定性的にはもちろん、な

るべく定量的にも整理し、まとめるように努めました。

　実際に約 1 年間をかけて調査とヒアリングを重ねる中

で、実に多くの発見がありました。今回ご協力いただい

た 32 名の社 会 起 業家たちだけでも、そのビジョンや想

い、「あり方」（＝ Being）で、実に 10,000 人以 上の 仲

間たちを巻き込み、総 額 33 億円もの資金を用いて、の

べ 100 万人 以 上にリーチしてきていることが分 かりまし

た。総額 33 億円の尊い資金の半分以上は、事業収入含

めた自己資金（10.6 億円）と民間資本（6 億円）によっ

て賄われており、公的資金に頼らずとも継 続、成長して

いる組 織 · 団体も数多く見られています。何より、彼ら ·

彼女らの事業や活動そのものが、多くの方々を救い、そ

して笑 顔の連 鎖を創り出しているのが、それぞれが大 切

にする指標からよく理解できました。

　これらの成 果は、東北の社 会 起 業 家たちのほんの一

部の成果です。しかし、その一部を整理しただけでも見

えてくるこれら成 果に光を当てて、より多くの方々にその

支援の輪に加わっていただきたい、彼ら · 彼女らの想い

や「あり方」に触れて少しでも巻き込まれていただきたい、

その積み重ねこそが、社会起業家が生まれ、育ち続けて

いく「エコシステム」構築に繋がるのだと信じています。

　東日本大 震 災から 11 年目を迎える今、ここからの 10

年間がそんな「エコシステム」が動き出す 10 年間になる

よう、地 域も業 界も組 織も超えて、多くの皆さんとご一

緒できることを楽しみにしています。

　 末 筆 な がら、 本レポートを共 にまとめ上 げ てくれ た

ICHI COMMONS メンバーにも、心から御 礼申し上げま

す。

最もシンプルな回答は、
「そこに課題があるから」

ただし、 もちろん 課 題 があるだけ
では、起業家は生まれません。

事業や活動そのものが、
多くの方々を救い、
そして笑顔の連鎖を
創り出している

なぜ東北の地で  
多くの社 会 起 業 家が
生まれるのか？
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野 村 證 券 に て 国 内、 海 外 勤 務 等 を 経

て、2011 年 よ り 米 国 に て Asahi Net 

International, Inc. を 設 立。 同 社 代 表 取

締役として教 育支 援システム事 業のグロー

バル 化を推 進。2014 年より東北の 復 興 支

援 活 動 に参 画、「 東 北 風 土マラソン＆フェ

スティバル」立上げ。また一 般 社団法 人イ

ンパクトジャパンにて、東北での起 業 家育

成・支援プロジェクト「INTILAQ」を主導。

2006 年ハーバード大経営学修士（MBA）。
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INTILAQ 東北イノベーションセンターを運営。世界の起

業家、イノベーター、起 業 支援機関と連携し、アントレ

プレナーシップとイノベーションを推 進する。さまざまな

プログラムを実 施しながら、次世代のリーダー達を輩出

するために、必要不可欠であると思われる起業家精神を

養 成し、一人ひとりが、⾰新的な考えやアイデア醸 成が

できる強みを持たらすプラットフォームを築き上げようと

活動する。

つながりと取り組みを “ 見える化 ”。社 会 課 題 解決のた

め の 連 携・情 報 発 信 プラットフォーム『ICHI.SOCIAL』

を運営。企業、社 会的事業、自治 体、個人が、共 通の

社会・地域課題の解決のために連携し、ひと、モノ、お

かね、情報を提 供しあうことで、「いい社会」のために、

つながり、輪を広げていける場をめざしている。




